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小
高
句
麗
国
が
何
時
ま
で
存
続
し
、
何
時
如
何
に
し
て
滅
亡
し
た
か
は
、
此
の
国
の
歴
史
と
し
て
最
大
問
題
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
此
の
点

に
直
接
言
及
し
た
史
料
は
全
く
見
出
さ
れ
ず
、
間
接
的
な
方
法
に
よ
っ
て
推
測
を
進
め
て
行
く
外
な
い
実
情
に
在
る
。

小
一
口
問
旬
一
一
国
は
、
安
史
の
乱
の
勃
発
以
後
、
湖
海
国
の
子
園
と
し
て
直
轄
地
同
様
の
支
配
を
受
け
、
内
政
・
外
交
共
に
殆
ん
ど
自
主
性
を
奪

は
れ
て
ゐ
た
。
肋
海
は
小
高
句
麗
国
を
比
の
様
に
強
く
制
圧
し
つ
つ
そ
の
領
内
の
豊
富
な
資
源
を
臼
国
の
発
展
強
化
に
資
す
る
乙
と
を
以
て
終

始
一
貫
し
た
国
是
と
し
て
ゐ
た
。
従
っ
て
東
北
亜
細
亜
に
於
け
る
勧
海
の
制
覇
が
維
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
限
り
、
小
高
句
麗
は
働
海
の
比
の
国
固
定

に
よ
っ
て
そ
の
名
義
的
存
続
を
支
え
ら
れ
て
ゐ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
延
い
て
は
小
高
句
麗
の
討
滅
者
は
比
の
湖
海
の
覇
業
を
覆
滅
せ
し
め

た
第
三
の
勢
力
に
求
む
べ
き
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
阿
保
機
の
統
率
の
下
に
唐
の
極
末
の
頃
か
ら
俄
に
強
大
と
な
っ
た
契
丹
を
措
い
て
他
に
無

ぃ
。
契
丹
は
太
祖
阿
保
機
の
天
賛
五
年
（
此
の
年
太
祖
死
し
、
太
宗
立
っ
て
天
顕
と
改
元
、
九
二
六
）
に
湖
海
を
滅
し
て
ゐ
る
か
ら
、
制
海
よ
り
も
契

丹
に
近
く
、
且
つ
小
弱
で
も
あ
っ
た
小
高
句
麗
は
必
ず
や
そ
れ
以
前
に
太
祖
に
滅
ほ
さ
れ
て
ゐ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
様
な
推
理
に
立

っ
て
阿
保
機
の
助
海
討
滅
前
に
於
け
る
東
方
経
略
の
推
移
を
考
察
す
る
に
、
果
し
て
小
高
句
麗
討
滅
の
活
動
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
ゐ
た
こ
と

が
窺
は
れ
る
。
よ
っ
て
彼
の
東
方
経
略
か
ら
考
察
を
進
め
る
乙
と
と
す
る
。

小
高
句
麗
国
の
滅
亡
（
日
野
）



小
高
句
麗
園
の
滅
亡
（
日
野
）

第
一
節

契
丹
の
太
祖
阿
保
機
の
遼
東
経
略
（
淵
海
国
討
滅
以
前
）

阿
保
機
は
一
介
の
筒
長
よ
り
身
を
起
し
て
東
斑
最
強
の
契
丹
大
帝
国
を
建
て
二
百
余
年
の
降
旧
日
の
本
礎
を
築
い
た
英
傑
で
、
そ
の
内
外
文
武

の
伶
業
は
驚
嘆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
か
う
し
た
雄
図
を
胸
に
抱
い
た
彼
は
、
そ
の
大
一
汁
即
以
前
か
ら
早
く
も
遼
東
の
経
略
に
乗
出
し
、
死

政
の
日
ま
で
努
力
を
傾
倒
し
続
け
、
比
れ
が
次
第
に
突
を
結
ぴ
、
遼
東
を
管
轄
す
る
東
京
道
は
契
丹
大
帝
国
の
直
轄
領
土
を
構
成
す
る
五
京
道

の
一
と
し
て
国
運
の
降
昌
に
大
き
く
寄
与
し
て
ゐ
た
。
契
丹
帝
国
の
歴
史
は
そ
の
遼
東
経
常
を
宥
過
し
て
は
究
明
不
可
能
と
言
ふ
も
過
言
で
な

く
、
同
時
に
又
小
高
句
麗
及
び
働
海
の
歴
史
に
於
い
て
も
看
過
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

遼
金
降
待
の
一
事
に
徴
し
て
明
か
な
如
く
、
遼
東
経
常
の
成
否
は
直
ち
に
契
丹
帝
国
の
運
命
に
つ
な
が
る
重
大
な
意
識
を
も
ち
、
従
っ
て
契

月
は
王
朝
一
代
を
通
じ
て
遼
東
問
題
に
は
全
力
を
傾
注
し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
そ
の
遼
東
経
常
の
的
勝
は
複
雑
多
彩
で
あ
っ
て
、
間
単
に
扱

へ
る
も
の
で
は
な
い
。
遼
東
経
営
は
独
立
の
一
大
問
題
と
し
て
詳
考
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
小
」
口
問
句
麗
の
研
究
に
差
当
っ
て
必
要
な

部
分
の
み
を
取
上
げ
る
外
な
い
。
よ
っ
て
時
代
的
に
は
一
応
太
祖
時
代
に
限
る
こ
と
と
す
る
が
、
聯
間
的
に
は
以
後
の
部
分
に
論
及
せ
ま
る
を

仰
な
い
場
合
も
少
く
な
い
。

契
丹
大
帝
国
の
歴
史
を
綴
っ
た
遼
史
は
「
簡
に
失
す
」
の
定
評
通
り
大
国
の
正
史
と
し
て
は
余
り
に
も
間
略
で
、
然
も
此
れ
を
補
足
す
べ
き

有
力
文
献
の
な
い
現
布
、
此
所
に
陳
述
す
る
所
も
附
靴
係
痔
の
憾
を
免
れ
ず
、
文
時
に
過
誤
を
生
ぜ
ん
恐
れ
も
少
な
く
な
い
。
切
に
大
方
の
御

叱
正
を
乞
ふ
次
第
で
あ
る
。
尚
以

F
に
述
べ
る
所
は
殆
ん
ど
未
発
表
の
拙
稿
「
契
丹
の
遼
東
経
営
」
の
中
よ
り
太
祖
時
代
の
部
分
を
取
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

第

一

頃

遼

東

経

略

の

次

第

阿
保
機
（
安
巴
堅
）
の
遼
東
経
略
は
彼
が
未
だ
契
丹
の
統
主
と
な
ら
な
い
時
代
か
ら
初
め
ら
れ
、
向
日
情
と
し
て
死
捜
す
る
ま
で
の
二
卜
年
間

＼ 



擁
み
な
く
続
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
の
働
海
国
討
滅
は
い
は
ば
比
の
遼
東
経
略
の
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。
以
下
、
助
海
国
討
減
以
前
に
於
け
る
彼
の

遼
東
経
略
の
跡
を
辿
っ
て
見
る
。

遼
史
巻
一
太
相
紀
に
記
す
遼
東
の
也
名
、
遼
東
の
住
民
た
る
樹
海
人
・
女
直
人
、
及
び
遼
東
に
接
壊
す
る
半
島
の
国
名
等
、
遼
東
に
関
す

巻
二

j

る
記
事
を
摘
出
表
示
す
る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。
表
中
の
記
事
は
そ
の
数
必
ず
し
も
多
く
は
無
く
、
文
極
め
て
簡
略
で
あ
る
が
、
阿
保
機
の
遼
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小
高
句
麗
国
の
滅
亡
（
日
野
）

東
経
略
を
研
究
す
る
基
礎
史
料
を

な
し
て
ゐ
る
の
で
、
逐
一
詳
考
す

る
必
要
が
あ
る
。

先
づ
第
一
の
女
直
征
伐
の
記
事

か
ら
検
討
す
る
。
比
の
女
直
征
伐

の
年
は
阿
保
機
が
契
丹
の
統
主
に

即
位
（
九

O
七
）
す
る
よ
り
四
年

藍前
可の
汗町こ
のお7と
下で
l乙
大当
迭時
烈の
府彼
夷は
離痕
蔓徳

と
し
て
兵
馬
の
権
を
掌
握
し
て
ゐ

た
可
一
汁
ド
の
最
大
権
力
者
で
あ
っ

た
。
比
の
時
の
伊
獲
女
直
人
三
百

乙戸
とは
は古包
越化
史州
l乙

七警選
ーさ
地れ
混た
づご 。
，，ニ」、

乙
上の



小
高
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亡
（
日
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U

四

京
道
・
龍
化
州
の
条
に

唐
天
復
二
年
。
太
祖
為
迭
烈
部
実
離
蓋
。
破
代
北
遷
其
民
建
域
居
之
。
明
年
伐
女
直
伊
数
一
白
戸
実
鴬
。

と
あ
り
、
州
の
唯
一
の
属
県
た
る
龍
化
県
の
条
に

龍
化
県
。
太
被
東
伐
女
直
。
南
掠
燕
縮
。
所
惇
緯
城
置
邑
。
一
戸
一
千
。

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

右
地
理
志
の
記
事
の
外
、

遼
史
斗
太
祖
紀
・
天
復
二
年
九
月
の
条
に

城
龍
化
州
子
横
河
之
南
。
始
建
開
教
寺

と
あ
り
、
天
拍
元
年
三
月
の
条
に

由
民
健
化
州
之
東
城

と
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、

此
の
州
は
天
復
二
年
（
九
O
ニ〉

に
築
域
桂
置
せ
ら
れ
、

一
一
年
役
の
よ
人
砧
元
年
に
拡
張
せ
ら
れ
た
も
の

で
、
天
復
二
年
の
創
院
は
代
北
の
停
獲
漢
民
を
置
く
為
で
あ
り
、
天
祐
元
年
の
拡
張
は
前
年
の
伊
雄
々
的
の
安
置
と
関
係
あ
る
も
の
と
忠
は
れ

る
。
尚
阿
保
機
即
位
前
の
契
丹
に
果
し
て
州
県
制
が
採
入
れ
ら
れ
て
ゐ
た
か
否
か
、
筆
者
は
未
だ
此
れ
を
臨
め
得
ず
、
従
っ
て
能
化
州
も
娃
城
置

ロ
巴
の
初
め
か
ら
此
の
州
名
を
有
し
て
ゐ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
後
年
に
な
っ
て
与
へ
ら
れ
た
の
か
は
別
に
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
然
し
後

年
の
州
県
K
当
る
実
髄
の
も
の
で
あ
っ
た
乙
と
は
疑
ひ
無
い
。
果
し
て
然
ら
ば
、
可
汗
即
位
前
の
阿
保
機
に
よ
っ
て
置
か
れ
た
此
の
城
邑
は
、

刊
日
制

遼
代
史
上
に
有
名
な
瑚
下
州
文
は
花
城
に
該
る
彼
の
私
邑
で
あ
っ
た
と
と
に
な
り
、
此
の
磁
の
史
料
と
し
て
最
も
早
出
す
ろ
も
の
の
一
と
云
ふ

竹町四

川
の
川
位
を
此
の
州
で
行
ひ
、
又
所
潤
問
機
の
中
の
来
楼
を
置
く
等
、
此
の
州
は
阿
保
機

ζ

と
が
出
来
る
。
阿
保
機
は
神
冊
元
年
の
彼
の
市

の
勃
興
に
深
い
関
係
を
有
し
て
ゐ
た
。
乙
ζ

に
遷
さ
れ
た
々
は
は
代
北
よ
り
伊
選
の
漢
人
と
共
に
阿
保
機
の
私
領
民
と
し
て
農
耕
に
従
事
し
、

可
汗
下
の
一
酋
長
の
地
位
に
在
っ
た
彼
の
権
力
強
化
に
対
し
生
産
部
磁
の
担
当
者
と
し
て
、

時
に
は
叉
戦
闘
員
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
し

た
も
の
と
思
は
れ
る
。
女
直
人
は
大
瞳
猟
農
の
生
活
を
営
み
、
且
つ
開
化
し
た
部
族
ほ
ど
農
業
に
重
心
を
置
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
農
耕



民
族
の
為
に
設
け
ら
れ
た
契
丹
の
州
県
制
K
編
入
せ
ら
れ
た
ζ

の
女
直
は
農
耕
に
重
心
を
お
い
た
開
化
部
族
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

龍
化
州
の
位
庄
は
、
先
掲
の
地
理
志
に
－
記
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
横
河
の
南
K
置
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
精
確
な
地
点
は
判
っ
て
ゐ
な
い
。

紅
抑

制
似
井
氏
は
溝
河
と
土
河
ハ
老
恰
河
〉
と
の
合
流
点
附
近
に
比
定
せ
ら
れ
、
津
田
博
士
は
土
河
を
去
る
乙
と
頗
る
遠
い
東
方
に
在
っ
た
も
の
と
推

註…制

定
せ
ら
れ
て
ゐ
る

o
dで
此
の
州
は
行
政
上
は
上
京
道
に
属
し
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
ず
、
同
じ
地
理
志
に
、
「
共
事
、
属
北
路
女
直
兵
馬
司
」
と
あ

る
如
く
、
軍
政
上
は
東
京
道
に
在
っ
た
北
女
直
兵
馬
司
に
属
し
て
ゐ
た
。
尚
右
に
云
ふ
北
路
女
直
丘
ハ
馬
司
は
他
に
所
見
が
な
く
、
北
路
の
路
は

桁
と
解
せ
ら
れ
る
。
北
女
直
兵
馬
司
は
遼
史
持
四
百
官
士
山
・
東
北
路
詰
司
の
項
に
「
北
女
直
兵
馬
司
在
東
京
遼
州
置
」
と
あ
る
如
く
、
東
京
道註お

の
遼
州
に
お
か
れ
て
ゐ
た
・
も
の
で
あ
る
。
遼
州
は
今
の
鉄
嶺
に
比
定
せ
ら
れ
る
契
丹
の
銀
州
の
西
南
方
、
遼
河
の
右
岸
の
遼
漬
塔
の
地
に
当
る
。

行
政
上
は
上
京
道
に
属
す
る
龍
化
州
が
軍
政
上
で
は
遠
く
離
れ
た
東
京
道
の
遼
州
に
在
る
北
女
直
兵
馬
司
に
属
し
て
い
た
と
云
ふ
乙
と
は
、
結

化
州
と
遼
州
方
市
と
が
軍
事
的
に
ふ
治
接
不
可
離
の
関
係
に
荘
っ
た
乙
と
‘
延
い
て
は
両
地
問
に
璽
要
な
交
通
幹
線
が
通
じ
て
い
た
乙
と
を
一
不
す
。

許
制

今
の
間
一
原
に
当
る
契
丹
の
戚
州
附
近
以
北
は
漢
・
三
国
の
古
ヘ
よ
り
南
北
朝
・
随
・
唐
に
至
る
ま
で
、
減
額
系
の
夫
余
波
及
び
そ
の
族
商
た

託

制

註

蹴

る
粟
末
妹
輔
の
佐
域
で
あ
り
、
戚
州
以
南
の
南
満
遼
東
の
地
ほ
同
じ
く
減
額
系
た
る
高
句
麗
人
の
住
域
で
あ
っ
た
。
所
が
唐
末
、
即
ち
契
丹
の

時

um

勃
興
す
る
頃
に
は
純
通
古
斯
系
た
る
女
直
が
そ
れ
ら
の
地
方
一
闘
に
蔓
延
し
て
ゐ
た
。
被
菊
系
住
域
内
へ
の
女
直
の
入
住
蔓
延
は
満
洲
史
の
大

問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
割
愛
す
る
。
契
丹
が
占
領
し
た
満
洲
は
此
の
様
に
女
直
が
蔓
延
し
た
後
で
あ
り
、
よ
っ
て
契
丹
は
そ
れ
ら
の
女

置
を
地
域
的
に
以
一
分
し
、
特
に
高
轄
地
た
る
東
京
道
の
女
直
に
対
し
て
は
そ
の
区
分
を
細
か
く
し
て
い
た
。
即
ち
遼
東
半
島
に
住
む
日
明
蘇
館
女

直
を
雨
ん
よ
陸
、
成
州
方
而
店
住
の
者
を
北
女
直
、
今
の
農
安
方
市
川
の
者
を
黄
龍
府
女
直
と
し
て
扱
っ
て
ゐ
る
。
北
女
直
兵
馬
司
は
此
の
北
女
直

を
統
御
す
る
為
の
も
の
で
あ
り
、
南
女
直
を
統
御
す
る
機
関
は
南
女
直
湯
何
司
で
あ
っ
た
。
遼
史
唯
一
一
一
地
理
忘
・
東
京
道
の
記
載
に
よ
っ
て

，J
 

軍
政
ト
一
北
女
直
兵
馬
司
に
属
す
る
諸
州
を
拾
ひ
出
す
と
、
先
の
遼
・
戚
州
の
外
に
棋
・
韓
・
織
で
銀
・
銅
・
邸
・
粛
・
安
州
等
。
都
合
十
指
を

屈
す
る
に
足
る
が
、
他
避
の
州
と
し
て
は
上
述
の
上
京
道
・
『
由
化
州
を
見
出
し
得
る
の
み
で
あ
る
。
右
東
京
道
十
州
の
大
樫
の
範
開
は
今
の
鉄

小
高
句
麗
国
の
滅
亡
（
日
野
）
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詑
翻

嶺
・
開
原
・
八
而
城
方
面
の
遼
河
流
域
で
あ
っ
た
。
但
し
北
女
置
兵
馬
司
所
属
の
此
れ
ら
諸
州
が
そ
の
ま
ま
北
女
高
の
佐
域
で
あ
り
、
北
女
直

が
州
民
の
中
心
で
あ
っ
た
と
速
断
し
て
は
な
ら
ぬ
。
州
民
に
編
籍
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
は
主
と
し
て
模
人
・
禍
海
人
で
、
女
直
は
州
県
制
の
外
に

置
か
れ
、
氏
部
族
的
統
制
に
従
っ
て
ゐ
た
。
北
女
直
兵
馬
司
所
属
の
諸
州
は
北
女
高
統
御
の
責
務
を
分
担
し
、
従
っ
て
又
司
の
保
獲
を
受
け
て

ゐ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
然
し
北
女
直
兵
馬
司
管
下
の
情
州
が
北
女
直
の
住
域
と
全
く
無
関
係
で
あ
っ
た
と
見
る
の
も
妥
当
で
な
い
。

そ
の
多
く
は
北
女
直
の
住
域
内
に
在
り
、
然
ら
ぎ
る
も
の
も
そ
れ
に
按
在
し
た
州
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
此
の
様
に
見
て
来
る
と
、

龍
化
州
と
遼
州
と
が
交
通
幹
線
で
結
ぼ
れ
て
ゐ
た
と
云
ふ
と
と
は
、
能
化
州
が
契
丹
か
ら
北
女
直
に
向
ふ
幹
線
路
上
の
要
衝
に
あ
っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
と
な
る
。
阿
保
機
の
遼
東
経
略
の
始
動
的
軍
事
行
動
と
見
ら
れ
る
天
復
三
年
の
征
伐
及
び
天
杭
一
一
一
年
の
第
二
回
征
伐
の
対
象
と

な
っ
た
女
直
の
実
僅
を
知
る
為
に
は
少
く
と
も
以
上
の
予
備
知
識
を
必
要
と
す
る
。

第
一
回
女
直
征
伐
の
前
進
基
地
と
せ
ら
れ
た
の
は
龍
化
州
の
地
で
、
乙
の
乙
と
は
そ
の
前
年
に
州
城
が
創
設
せ
ら
れ
て
い
る
乙
と
か
ら
察
せ

ら
れ
る
。
き
す
れ
ば
そ
の
征
伐
の
対
象
と
せ
ら
れ
た
女
直
は
後
に
一
広
ふ
北
女
直
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
津
同
時
士
は
第
一
同
の
侃
伐
を
戚
州
方

許
制

面
、
第
一
一
回
の
征
伐
を
そ
の
東
北
方
の
韓
州
（
今
の
八
面
城
〉
方
面
で
あ
ら
う
と
推
断
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
大
醐
個
別
を
作
た
も
の
と
云
ふ
べ
き

で
あ
る
契
丹
が
遼
東
に
入
る
街
道
に
は
三
つ
の
幹
線
が
あ
っ
た
。
そ
の
第
一
は
常
州
よ
り
今
の
義
県
・
北
鎮
等
を
経
由
す
る
も
の
、
即
ち
唐
代
で
一
広

へ
ば
営
州
か
ら
燕
郡
（
鎮
安
軍
）
安
東
・
汝
緩
・
亙
聞
・
懐
遠
等
の
諸
守
捉
を
経
て
遼
陽
に
入
る
街
道
で
、
制
悔
の
り
円
州
道
に
当
る
。
所
が
店

末
の
営
州
は
未
だ
剛
州
節
度
使
の
隷
下
に
荘
り
、
文
契
丹
に
叛
抗
す
る
実
が
最
後
の
拠
点
と
し
て
州
域
内
に
立
筒
つ
て
ゐ
た
。
此
の
実
が
契
丹

註

m

に
全
く
屈
服
し
た
の
は
阿
保
機
の
即
位
第
五
年
目
で
、
彼
の
最
初
の
女
商
侃
伐
か
ら
計
へ
て
八
年
後
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
唐
末
の
契
丹
は
未
だ

此
の
街
道
を
東
征
路
と
し
て
自
由
に
活
用
し
得
る
態
勢
を
確
立
し
て
ゐ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
契
丹
の
入
満
第
二
の
幹
線
は
今
の
農
安
附
近

に
当
る
融
悔
の
会
一
小
府
に
向
ふ
街
道
で
、
働
海
の
所
謂
契
丹
道
で
あ
る
。
新
唐
害
活
潮
海
伝
に
依
れ
ば
、
此
所
に
は
契
丹
の
来
侵
に
備
へ



る
揃
海
の
勤
兵
が
常
屯
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
か
ら
、
契
丹
の
此
の
街
道
に
由
る
入
満
は
蹴
海
と
の
激
戦
を
必
要
と
し
、
且
っ
そ
れ
に
先
っ
て
そ
の

中
途
に
あ
る
韓
州
方
面
の
女
直
を
経
略
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
阿
保
機
が
扶
余
府
を
攻
め
た
の
は
彼
の
遼
東
経
略
の
最
後
の
段
階
た
る

樹
海
討
減
戦
に
於
い
て
で
あ
る
。
叩
杭
前
の
阿
保
機
が
農
安
方
面
、
即
ち
崩
海
の
扶
余
府
で
あ
り
、
契
丹
に
よ
っ
て
後
に
黄
龍
府
と
改
め
ら
れ

た
地
方
の
女
官
ぞ
伐
つ
需
の
な
い
ζ

と
は
極
め
て
明
か
で
あ
る
。
契
丹
入
満
の
第
三
幹
線
は
先
述
の
龍
化
州
よ
り
遼
州
・
戚
州
等
に
至
る
街
道

で
あ
る
契
丹
の
遠
州
の
地
は
遼
東
の
通
十
日
斯
系
住
地
と
遼
西
の
遊
牧
勢
力
と
を
結
ぶ
交
通
の
一
大
幹
線
上
の
要
衝
と
し
て
史
上
に
著
聞
し
て
ゐ
る
。

即
ち
大
山
川
句
一
一
は
溢
河
渡
枠
の
監
視
を
般
に
す
る
為
に
此
所
に
武
属
瀧
（
武
列
城
）
を
置
き
、
次
い
で
隔
の
煽
帝
は
一
日
間
句
麗
征
伐
に
先
づ
此
所
を

と
り
、
遼
京
都
及
び
通
定
銭
を
立
て
た
。
此
の
遼
東
部
は
遼
陽
な
る
旧
来
の
遼
東
部
と
区
別
す
る
為
に
遼
東
新
械
、
略
し
て
単
に
新
城
と
も
呼
ぱ

註
笥

れ
て
ゐ
た
。
唐
の
太
宗
が
点
観
年
間
に
高
句
麗
を
伐
っ
た
際
に
も
、
名
将
李
動
は
此
の
地
で
遼
河
を
渡
り
遼
東
に
攻
入
っ
て
ゐ
る
。
降
っ
て
天

宝
二
年
設
置
と
批
定
せ
ら
れ
る
裏
平
守
捉
が
此
の
地
の
軍
団
で
あ
っ
た
ζ

と
は
先
に
考
説
し
た
如
く
で
あ
る
。
－
E

向
宗
の
永
徽
五
年
、
店
の
遅
境
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揖
乱
を
企
て
た
高
句
麗
が
遼
東
新
城
を
攻
め
、
却
っ
て
契
丹
の
曾
帥
李
窮
耳
刊
に
大
破
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
う
し
た
一
連
の
史
実
は
此
の
地
が
遼

東
の
通
十
日
斯
系
と
迷
西
の
遊
牧
系
、
特
に
契
丹
と
の
交
通
往
来
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
を
讃
示
す
る
・
も
の
で
あ
る
が
、
此
所
は
中
国
の
前
線
基

地
た
ス
品
川
州
を
去
る
ζ

と
遥
か
に
泣
く
、
そ
れ
だ
け
に
中
国
側
威
力
の
失
墜
し
た
場
合
、
最
も
平
く
喪
失
す
る
危
険
の
多
い
所
で
あ
っ
た
と
云

へ
る
。
恐
ら
く
削
州
節
度
使
の
勢
力
か
ら
事
実
上
♀
く
脱
落
し
、

よ
っ
て
此
の
街
道
の
み
は
契
丹
の
利
用
が
容
易
と
な
っ
て
お
り

か
く
て

阿
保
険
は
此
の
形
勢
に
来
じ
女
同
に
討
入
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
但
し
龍
化
州
か
ら
出
発
し
た
阿
保
機
が
遼
州
の
地
に
入
り
そ
れ
よ
り
北
進
し
て

戚
州
方
耐
に
亙
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
遼
州
に
入
ら
な
い
で
、

そ
の
手
前
で
北
東
に
折
れ
て
戚
州
に
商
人
し
た
の
か
と
云
ふ
点
に
必
い
て
尚
よ

く
考
へ
て
は
る
必
州
立
が
あ
る
。

戚
州
や
韓
州
か
ら
は
遼
州
を
経
由
せ
ず
し
て
契
丹
の
中
心
部
に
入
る
街
道
が
あ
り
、
遼
代
に
は
比
れ
が
次
第
に
主
要
牝
し
、
遼
↓
ぶ
に
は
女
直

小
市
川
句
魁
問
の
滅
亡
（
日
野
）
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註

m

税
制

の
勃
興
に
備
へ
て
此
の
街
道
を
固
め
る
目
的
を
も
っ
た
戚
州
兵
馬
祥
穏
司
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
た
。
叉
失
名
氏
の
北
風
揚
沙
録
に
；

自
戚
州
東
北
分
界
入
宮
口
信
一
一

r
一
至
凍
沫
江
。
中
間
所
居
之
女
真
。
隷
契
丹
戚
州
兵
馬
司
。
興
其
悶
往
来
無
禁
。
調
之
団
関
。
非
敦
…

女
真
。
亦
非
生
女
真
也
。

と
あ
っ
て
、
戚
州
が
今
日
の
輝
発
河
の
流
域
に
拠
っ
て
ゐ
た
回
覇
（
回
肢
〉
部
女
直
と
の
交
通
貿
易
の
要
衝
と
な
っ
て
ゐ
た
と
と
を
伝
へ
て
ゐ

る

従
っ
て
戚
州
は
契
丹
と
輝
発
河
方
面
女
直
と
の
交
通
貿
易
上
の
要
地
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

然
し
か
う
し
た
戚
州
や
韓
州
の
満

丹
交
通
貿
易
上
に
於
け
る
軍
．
要
化
は
契
丹
の
根
拠
が
演
河
（
シ
ラ
ム
レ
ン
）
の
北
に
移
っ
て
か
ら
増
大
し
た
も
の
で
、
南
方
の
常
州
域
内
K
拠

っ
て
ゐ
た
時
代
は
そ
れ
程
で
は
無
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。
満
丹
交
通
の
大
街
道
と
し
て
終
始
一
貫
重
要
性
を
有
し
て
ゐ
た
の
は
や
は
り
龍
化
州

と
遼
州
と
を
結
ぶ
路
線
で
あ
っ
た
。
遼
史
玲
一

mf宗
紀
・
開
泰
元
年
十
二
月
の
条
に

貴
徳
・
龍
化
・
儀
坤
・
費
・
遼
・
同
・
祖
七
州
。
至
是
有
詔
。
始
杭
向
。

契
丹
が
街
、
河
の
北
方
に
拠
っ
て
惰
国
の
全
盛
を
誇
っ
た
時
代
に
於
い
て
も
龍
化
・
遼
州
聞
の
街
道
が
交
泊
貿
易
に
頗
る
践
況
を

《

nv

m
m

川
市
出

呈
し
て
ゐ
た
ζ

と
を
示
す
。
貴
徳
州
は
今
の
沼
河
に
沿
ふ
撫
安
倍
、
鯵
（
州
は
遼
州
の
東
北
程
遠
か
ら
ぬ
地
、
同
州
は
戚
州
と
銀
州
（
鉄
鎖
）
と

η

’
 

咋
川
市
出

の
中
間
の
憾
路
に
そ
れ
そ
れ
比
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
龍
化
州
か
ら
束
に
向
ふ
街
道
は
、
遼
州
に
入
る
本
道
の
外
に
、
そ
の
北
方
の
隻
・
貴

と
あ
る
は
、

徳
・
同
等
の
諸
州
に
入
る
諸
道
が
派
出
し
て
ゐ
た
こ
と
に
な
る
。
悲
し
広
澗
な
平
担
地
の
乙
と
と
て
街
道
は
自
花
に
展
張
す
る
を
得
た
の
で
あ

ら
う
。
平
時
の
利
用
度
の
大
小
と
は
別
に
、
軍
用
は
必
要
に
応
じ
て
採
否
せ
ら
れ
る
か
ら
、
戚
州
方
面
以
北
の
女
直
を
伐
っ
た
阿
保
機
の
東
進

路
は
、
必
ず
し
も
平
時
の
利
用
度
の
大
小
に
よ
っ
て
判
ず
べ
き
で
無
く
、
惣
ろ
迂
廻
の
大
き
い
遼
州
経
由
を
す
て
て
、
龍
化
州
出
発
後
。
恐
ら

く
左
に
折
れ
て
直
接
戚
州
や
韓
州
に
出
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
当
時
の
遼
州
方
面
は
潮
海
を
背
景
と
す
る
小
高
句
一
一
の
渡
津
防
衛
線
が
張

ち
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
ら
、
即
位
前
の
阿
保
機
と
し
て
は
遼
州
侵
入
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
阿

保
機
の
第
一
回
・
第
二
回
の
女
直
討
伐
が
戚
州
か
ら
韓
州
方
面
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
津
田
博
士
の
見
解
は
よ
く
真
実
を
把
へ
た
高



説
と
一
ぶ
ふ
べ
き
で
あ
る

阿
保
機
が
今
一
同
一
に
わ
た
っ
て
悦
服
し
た
女
直
の
地
に
州
県
、
文
は
後
陀
州
県
と
せ
ら
れ
た
母
胎
と
し
て
の
域
邑
を
設
置
し
た
か
ど
う
か
は
、

此
の
地
方
に
対
す
る
阿
保
機
の
勢
力
の
浸
透
状
況
を
知
る
卜
一
に
重
要
な
関
係
を
も
っ
問
題
で
あ
る
が
、
文
献
上
に
そ
の
決
定
を
求
め
る
こ
と
は

今
の
所
困
難
で
あ
る
。
先
づ
成
州
に
就
い
て
此
る
に
、
遼
央
市
川
三
地
理
志
・
東
京
道
の
戚
州
の
条
に
よ
れ
ば
、
此
の
州
は
後
年
に
至
り
営
州

・
平
州
等
の
得
、
人
を
停
遷
し
て
お
い
た
郁
里
（
粍
里
）
太
保
の
私
城
を
聖
宗
の
開
泰
八
年
ハ
一

O
一
九
）
に
州
に
升
し
た
も
の
で
あ
る
と
云

ふ

同
条
に
は
更
に
太
祖
が
此
一
附
に
安
東
軍
を
置
い
た
と
記
し
て
ゐ
る
が

此
れ
は
遼
史
地
理
志
の
東
京
道
の
項
に
移
し
く
合
ま
れ
て
ゐ
る

謬
伝
の
一
例
と
認
む
べ
き
も
の
で
、
信
用
し
難
い
。
但
し
そ
の
理
由
の
説
明
は
煩
雑
で
然
も
枝
葉
に
わ
た
る
の
で
省
略
す
る
。
次
に
韓
州
は
、

同
じ
地
理
志
に
よ
る
に
、
太
宗
の
時
、
比
所
に
一
二
河
・
橘
河
の
一
一
州
を
置
い
た
の
を
、
聖
宗
が
併
せ
て
一
州
と
し
、
韓
州
と
し
た
も
の
で
あ
る

と
云
ふ
。
太
宗
の
三
河
・
檎
河
．
一
州
は
阿
保
機
の
時
そ
の
母
胎
的
な
城
邑
を
お
い
て
ゐ
た
の
を
州
に
升
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
を
抱
か
せ

ぬ
で
は
な
い
が
、
勿
論

そ
れ
を
締
め
る
干
掛
り
は
純
一
い

次
に
戚
州
の
北
方
に
置
か
れ
て
ゐ
た
粛
州
（
川
村
県
は
清
安
唯
一
悶
一
む
に
就
い
て
は

金
の
モ
寂
の
遼
東
行
部
店
に
、
彼
が
ロ
宗
の
明
日
目
元
年
（
一
一
九
O
）

四
月
間
叩
巾
に
戚
平
（
史
丹
の
戚
州
）
を
出
て
寸
法
乙
酉
院
に
消
安
口
ん
に
宿

し
、
マ
～
計
九
一
丙
成
の
日
に
成
一
平
に
川
町
っ
た
こ
と
を
記
し
、

そ
の
清
安
の
説
明
に

治
山
氏
。
世
一
侍
。
遼
太
机
始
山
前
九
溺
州
。
本
朝
改
降
為
麻

と
て
、
満
州
は
契
丹
の
太
机
が
剣
山
し
た
と
の
一
広
ひ
伝
へ
が
此
の
地
に
存
し
て
ゐ
た
と
一
五
つ
て
ゐ
る
。

王
絞
は
当
時
の
遼
束
通
で
、

そ
の
行
部

志
は
史
料
的
伽
値
が
大
き
く
、
引
に
粛
州
・
清
安
県
（
郭
．
卜
旧
む
が
戚
州
の
北
方
一
日
行
ね
に
従
り
、
恐
ら
く
今
の
回
目
閃
の
南
方
辺
り
な
る
べ

き
こ
と
も
此
の
行
部
志
に
よ
っ
て
教
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
地
方
の
照
史
民
就
い
て
は
必
ず
し
も
精
泊
し
て
ゐ
な
か
っ
た
ら
し

く
、
そ
の
聞
く
所
を
無
批
判
に
記
し
て
ゐ
る
場
合
が
多
〈
、
例
へ
ば
戚
州
の
歴
史
に
関
す
る
記
述
の
如
き
も
甚
し
く
誤
っ
て
お
り
、
従
っ
て
太

祖
の
粛
州
制
直
の
点
も
、
た
と
え
現
地
の
一
五
ひ
伝
へ
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
何
分
に
も
三
百
年
近
く
後
年
の
怖
い
伝
と
し
て
そ
の
ま
ま
に
は
信
用

小
高
句
麗
国
の
滅
亡
ハ
日
野
〉
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し
縫
い
。
遼
史
・
地
理
志
の
粛
州
の
条
に
は

粛
州
。
信
陵
草
。
刺
史
。
重
照
卜
年
。
州
民
亡
入
女
夜
。
取
之
復
置
。
兵
事
隷
北
女
直
兵
馬
司
。

消
安
県
。

と
あ
る
の
み
で
、

設
置
の
年
、

州
民
の
族
種
別
等
、

重
要
な
点
は
悉
く
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
戚
州
以
北
の
地
陀
置
か
れ
た
契
月
の
州
で
多
少

と
も
太
祖
に
因
縁
あ
り
げ
な
も
の
は
以
上
の
三
州

κ限
ら
れ
、
然
も
此
の
三
州
も
太
極
設
置
の
州
文
は
城
邑
な
り
と
の
確
認
は
今
の
所
で
き
な

い
の
で
ゐ
る
。
ぞ
れ
は
戚
州
以
南
に
阿
保
機
設
置
の
州
県
が
多
数
あ
っ
た
の
と
全
く
対
蹄
的
で
あ
る
。
此
の
乙
と
は
、
二
回
の
女
直
征
伐
が
只

討
伐
の
み
に
終
h
ノ
、
そ
ζ

に
契
丹
の
勢
力
を
確
立
す
る
試
み
が
無
か
っ
た
も
の
の
如
き
感
じ
を
与
へ
る
が
、
事
実
は
さ
う
で
な
い
。
第
二
回
の

女
直
征
伐
が
「
東
北
女
蒔
之
上
小
附
者
」
を
対
象
と
し
た
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
両
回
の
遠
征
が
共
に
北
女
直
の
服
属
を
目
的
と
し
、
第
一
回

を
以
て
成
州
方
面
を
従
へ
、
第
・
一
川
で
残
り
の
韓
州
方
面
を
従
へ
、
以
て
北
女
直
の
征
服
を
完
了
し
た
こ
と
を
示
す
。
か
く
て
阿
保
機
の
勢
カ

は
戚
・
特
州
方
而
の
地
域
に
確
ぃ
比
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
勢
力
波
及
の
北
限
に
就
い
て
、
津
田
博
土
は
契
丹
の
信
州
方
面
迄
と
併
せ
ら
れ

て
ゐ
る
ョ
信
州
は
懐
徳
方
面
に
比
定
す
る
説
が
久
し
く
行
は
れ
、
津
田
博
士
の
信
州
方
南
北
限
説
も
此
の
比
定
の
仁
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ

椛
明
副

る
が
、
そ
の
後
、
懐
徳
の
四
方
の
新
安
鎖
の
地
な
る
新
築
倣
に
比
定
す
る
新
説
が
提
唱
せ
ら
れ
た
。
何
れ
を
是
と
す
べ
き
か
、
判
定
し
難
い
所

で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
東
遼
河
の
北
岸
陀
在
り
、
阿
保
機
の
勢
力
が
東
遼
河
を
越
へ
て
北
岸
地
方
に
ま
で
及
ん
だ
ζ

と
に
於
い
て
は
一
致

す
る
。
尚
私
見
を
以
て
す
れ
ば
、
津
間
博
士
の
説
を
全
然
否
定
す
べ
き
反
証
は
未
だ
無
く
、
寧
ろ
微
力
乍
ら
支
援
の
材
料
が
見
出
占
、
守
れ
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
此
所
K
は
省
略
す
る
。

支
配
権
の
確
立
を
目
的
と
し
て
訂
版
し
た
す
〈
直
の
地
に
州
県
又
は
そ
の
母
胎
と
な
る
城
邑
巻
置
か
な
か
っ
た
の
は
、
州
県
城
色
が
浪
人
・
削

海
人
笥
の
農
耕
定
着
民
を
統
治
す
る
組
織
で
あ
り
、
女
直
人
は
奨
・
契
丹
人
等
と
共
に
氏
部
族
的
統
治
の
下
に
置
く
と
と
を
原
則
と
し
た
契
丹

の
国
側
と
関
係
し
て
ゐ
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
但
し
か
う
し
た
解
釈
に
於
い
て
は
待
獲
女
直
人
三
百
戸
が
龍
化
州
の
編
民
と
せ
ら
れ



た
ζ

と
が
問
問
と
な
っ
て
来
る
。
そ
ζ

で
遼
代
史
を
通
観
す
る
に
、
停
獲
し
て
内
遷
し
た
者
、
又
は
自
発
的
に
来
校
し
た
者
等
、
原
住
地
を
離
れ

F
L
n
o
 

て
契
丹
の
本
土
又
は
そ
の
近
辺
に
移
り
住
ん
だ
女
直
人
は
州
県
に
編
成
し
て
ゐ
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。
龍
化
州
は
待
選
、
来
州
は
来
投
女
直
の

例
で
あ
る
。
又
梨
丹
の
勢
威
が
泣
く
東
部
満
洲
や
遼
東
半
島
に
ま
で
浸
透
し
た
聖
宗
の
頃
、
即
ち
契
丹
の
全
盛
時
代
を
築
い
た
頃
か
ら
は
原
住

の
女
間
も
そ
の
民
院
の
一
向
い
者
は
州
県
制
に
編
成
し
て
い
た
。
附
緑
江
流
域
の
神
・
桓
・
豊
・
正
州
等
は
そ
の
例
で
あ
る
。
然
し
此
の
様
な
原

住
地
で
の
州
県
民
編
入
は
国
初
に
は
な
い
。
し
て
見
る
と
、
戚
・
韓
州
方
面
の
女
直
は
比
較
的
民
度
が
高
く
、
伊
選
の
傷
合
の
州
県
編
成
（
農

耕
）
に
適
応
し
得
た
が
、
そ
の
原
住
地
蛾
内
に
は
州
県
を
以
て
統
治
す
べ
き
漠
人
・
湖
海
人
は
阿
保
機
の
経
略
当
時
に
は
あ
ま
り
居
な
か
っ
た

と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
↑
一
回
の
女
置
征
伐
は
後
年
に
云
ふ
北
女
直
の
征
服
の
為
で
、

そ
の
目
的
は
大
体
達
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る

女
百
征
伐
に
次
一
ぐ
鎖
東
海
口
の
長
城
築
造
と
そ
の
翌
年
の
遼
東
行
幸
と
は
、
女
直
征
伐
が
遼
河

t
凶
の
北
方
経
略
で
あ
る
の
に
対
し
、
南
方

の
遼
河
口
方
而
の
謀
略
に
関
す
る
所
伝
で
、
築
城
と
行
幸
と
は
聯
関
し
て
ゐ
る
の
で
一
括
し
て
扱
ふ
こ
と
と
す
る
。

鎮
東
は
栴
口
、
即
ち
海
港
の
叫
で
あ
る
。
総
し
そ
の
所
花
は
茨
の
記
事
か
ら
だ
け
で
は
明
か
で
な
い
。
叉
符
見
の
限
h
り
鎮
東
海
日
の
契
丹
側

所
伝
は
た
だ
ζ

の
一
記
事
に
限
ら
れ
、
他
に
参
考
と
な
る
も
の
は
な
い
。
所
が
幸
に
も
隣
氏
南
隆
明
書
尚
一
契
丹
伝
に
収
載
せ
ら
れ
た
南
唐
の

入
遼
使
臣
公
乗
錯
が
本
国
に
送
っ
た
書
信
や
契
丹
主
の
日
出
書
等
の
中
に
此
の
献
を
補
ふ
有
力
な
資
料
が
残
ぎ
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
遼
東
に
所
在
し

て
ゐ
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
伝
に
よ
っ
て
関
聯
あ
る
部
分
の
大
要
を
紹
介
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
公
乗
銘
は
南
唐
の
持
元
元

年
（
契
け
の
応
歴
元
年
、
後
間
の
広
順
一
冗
年
。
九
五
一
）
雨
庶
の
使
臣
と
し
て
海
路
契
丹
に
赴
き
、
六
月
陀
本
国
を
発
し
、
七
月
に
鎮
東
関
に

着
い
た
が
、
間
も
な
く
契
汁
に
皇
位
継
汲
の
争
が
起
っ
た
（
九
月
〉
た
め
、
し
ば
ら
く
滞
m聞
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
、
九
月
、
漸
く
出
迎
へ
の
牛

車
百
余
設
と
鞍
馬
と
に
荷
物
を
ぷ
ん
で
十
月
に
東
京
遼
陽
府
に
入
り
、
そ
れ
よ
り
遼
河
を
渡
り
、
翌
年
正
月
に
契
丹
の
南
京
道
の
附
州
に
着
い

た
ψ

公
来
館
の
使
行
任
務
は
後
周
に
対
し
て
契
丹
と
南
北
か
ら
挟
攻
す
る
為
に
南
唐
か
ら
契
丹
に
遺
る
武
具
て
万
領
そ
の
他
の
膨
大
な
軍
需
物

小
高
句
麗
留
の
滅
亡
（
日
野
）
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資
を
送
り
届
け
る
に
花
っ
た
。
契
丹
の
皇
帝
は
此
の
兵
鎧
送
付
に
対
す
る
礼
状
を
南
唐
の
皇
帝
に
送
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
は
公
乗
錯
の
入
港

地
を
「
東
京
の
海
岸
」
と
記
し
て
ゐ
る
。
比
の
公
乗
舘
使
行
の
所
伝
か
ら
鎮
東
に
就
い
て
少
く
と
も
次
の
ζ

と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
先
づ
第
一

に
、
海
港
た
る
と
同
時
に
閑
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
東
京
遼
陽
的
所
管
の
海
岸
に
在
っ
た
乙
と
、
第
三
に
、
遼
河
以
来
に
所
点
し
て
ゐ
た

と
と
、
第
四
に
、
南
唐
の
出
船
、
従
っ
て
恐
ら
く
そ
の
他
の
国
々
の
海
舶
が
出
入
す
る
重
要
港
捕
で
あ
っ
た
こ
と
等
で
あ
る
。
開
港
の
精
確
な

註
邸

位
置
は
判
ら
な
い
が
、
遼
川
円
以
京
の
〈
よ
り
遠
隔
で
は
な
い
海
岸
で
あ
っ
た
乙
と
は
紛
れ
な
い
と
云
へ
る
。

鎮
東
は
海
港
で
あ
る
と
共
に
、
十
日
領
後
の
契
丹
に
よ
っ
て
関
と
せ
ら
れ
、
又
長
城
が
築
か
れ
て
ゐ
る
。
海
港
で
あ
り
、
そ
こ
に
内
外
各
地
の

貿
易
船
が
出
入
し
て
ゐ
た
以
上
、
そ
れ
は
川
川
持
に
陸
上
商
業
と
の
接
会
点
と
も
な
っ
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
ぞ
れ
ら
商
人
や
そ
の
他
の
出
入

者
を
阿
川
町
討
し
仙
税
す
る
為
に
関
が
設
け
ら
れ
た
の
は
至
板
当
然
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
更
に
此
の
関
を
中
心
と
し
て
長
城
が
築
設
せ
ら
れ
て
ゐ
る

の
は
、
よ
り
一
層
重
要
な
政
治
的
・
軍
事
的
意
義
が
此
の
海
口
の
占
領
に
潜
め
ら
れ
て
ゐ
た
乙
と
を
暗
示
し
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。
そ
乙
で

長
城
な
る
も
の
の
呂
的
や
役
割
を
他
の
一
般
例
か
ら
考
へ
て
見
る
に
、
有
名
な
万
里
の
長
城
は
北
方
民
族
の
中
国
へ
の
侵
冠
を
防
ぐ
為
の
も
の

で
あ
り
、
明
の
東
北
辺
嫡
は
女
院
の
侵
入
を
防
ぐ
為
の
も
の
で
あ
り
、
文
高
句
麗
の
築
い
た
扶
余
城
よ
り
削
海
湾
に
至
る
千
余
里
の
長
城
は
西

方
遊
牧
勢
力
や
中
国
の
侵
攻
を
防
ぐ
と
共
に
退
に
管
下
の
抹
鞠
人
が
遊
牧
・
中
国
の
両
勢
力
に
接
近
往
来
す
る
を
断
隔
せ
ん
が
為
の
も
の
で
あ

設
潤

っ
た
と
云
ふ
か
ら
、
長
賊
に
は
外
部
か
ら
の
侵
冠
を
防
ぐ
目
的
の
も
の
と
、
管
内
住
民
が
外
部
の
敵
対
勢
力
に
接
近
し
結
合
す
る
の
を
防
ぐ
目

的
の
も
の
が
あ
っ
た
ζ

と
に
な
る
。
夕
、
丹
の
鎖
東
関
長
城
築
設
の
目
的
も
そ
の
何
れ
か
の
一
、
又
は
双
方
を
兼
ね
て
ゐ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で

あ
ら
う
。
契
丹
は
後
年
陀
鴨
緑
江
此
域
に
ま
で
支
配
を
拡
大
す
る
と
、
鴨
緑
江
口
に
も
長
城
を
築
い
て
ゐ
る
。
此
の
長
城
築
造
に
就
い
て
は
別

に
詳
考
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
宋
会
川
氏
・
蕃
夷
－

F
之
一
・
女
真
・
淳
化
二
年
の
条
に

広
間
野
間
十
一
鶏
躍

my守
上
百
。
契
丹
怒
其
朝
貢
中
因
。
土
海
岸
四
伯
里
。
置
一
一
刷
。
柵
間
兵
一
一
一
千
。
純
其
貢
献
之
路
。

．、－－、。
ヱ一ヱ
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築
械
の
目
的
は
女
直
の
中
国
へ
の
往
来
を
遮
断
す
る
に
在
っ
た
。
時
に
中
国
の
宋
は
拘
洲
に
在
る
削
海
遺
民
や
女
直
の
努
力

と
結
ん
で
契
丹
を
挟
攻
す
る
策
略
を
推
進
し
、
女
直
側
に
も
此
れ
に
応
ず
る
動
き
が
あ
っ
て
、
そ
の
断
附
は
契
丹
に
取
っ
て
安
要
と
な
っ
て
ゐ

た
の
で
あ
る
。
後
年
の
此
の
例
か
ら
推
し
て
鎮
東
関
の
築
城
も
断
隔
が
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
て
検
討
し
て
以
る
必
要

が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。

鈍
東
関
の
築
城
は
川
保
機
の
即
位
の
翌
年
で
あ
る
。
そ
ζ

で
比
の
当
時
の
満
洲
の
形
勢
や
そ
大
F

叫
す
る
に
、
禍
海
が
老
大
国
の
貫
禄
を
以
て
威

容
を
諮
っ
て
お
り
、
在
地
束
の
小
高
句
麗
を
子
固
と
し
て
そ
の
地
を
も
支
配
し
て
ゐ
た
。
此
の
禍
海
が
遊
牧
勢
カ
の
捧
扇
、
特
陀
遼
四
の
契
丹
の

勃
興
を
喜
ば
ぬ
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
励
海
の
発
展
に
最
大
の
妨
害
と
な
っ
て
来
た
の
が
遊
牧
卦
力
の
東
進
川
動
で
あ
っ
た
史
実
に
徴
し
て
容
易

に
批
察
せ
ら
れ
る
。
契
凡
の
勢
力
強
化
は
早
晩
期
海
と
の
抗
争
に
発
展
す
る
筈
で
、
そ
れ
は
丹
・
削
バ
方
が
共
に
予
知
し
て
あ
た
も
の
と
思
は

れ
る
。
大
汗
即
位
後
僅
か
に
二
年
自
の
阿
保
機
は
、
漸
く
契
丹
統
主
の
地
位
を
克
ち
得
た
ば
か
り
で
、
現
実
さ
へ
も
未
だ
征
定
し
伺
ず
、
東
方

に
向
つ
て
は
戚
洲
方
而
以
北
の
女
直
を
討
伐
し
て
ゐ
た
も
の
の
、
遼
陽
方
面
に
ま
で
千
を
山
す
段
階
に
は
至
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る

が
、
然
し
雄
図
を
心
山
中
に
抱
い
て
ゐ
た
彼
は
私
か
に
削
海
と
輪
一
風
を
決
す
る
日
を
期
し
て
そ
の
対
策
を
充
分
考
へ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
鎖
東
関

の
ん
れ
は
阿
保
機
の
い
L

什
領
後
に
知
六
月
が
与
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
栴
椛
そ
の
も
の
は
そ
れ
以
前
か
ら
作
作
じ
利
用
せ
ら
れ
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
小
高
句
麗
を
子
川
川
と
し
て
遼
東
の
支
配
権
を
握
っ
て
ゐ
た
削
海
は
此
の
海
港
か
ら
中
附
に
作
火
し
、
契
丹
の
棒
頭
に
対
す
る
中
凶
と
の
提

帥
川
策
応
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
筈
で
あ
る
。
此
の
様
に
観
ず
れ
ば
、
後
日
の
大
成
を
期
し
て
ゐ
た
川
保
機
の
鎖
東
海
口
の
占
領
と
ん
城
築
造

に
は
満
草
提
慌
の
断
隔
の
怠
闘
が
含
ま
れ
て
ゐ
た
と
解
す
る
も
敢
て
考
へ
過
ぎ
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
只
城
の
築
造
は
主
と
し
て
湖
町
川
及
び
小

高
川
一
一
の
糊
海
湾
進
山
を
阻
止
せ
ん
が
為
の
も
の
に
相
遂
な
い
が
、
鎮
東
海
口
の
占
領
そ
の
も
の
に
は

か
う
し
た
断
隔
の
外
に
、
先
月
自
身

が
海
上
に
進
出
す
べ
き
凶
際
情
勢
の
展
開
に
促
さ
れ
た
意
味
も
含
ま
れ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。

大
唐
を
滅
し
た
後
梁
は
そ
の
建
国
前
か
ら
契
丹
に
修
好
を
求
め
、
し
き
り
に
使
臣
を
相
往
来
せ
し
め
て
ゐ
た
。
そ
の
建
国
前
後
の
使
団
関
報

小
高
句
麗
国
の
滅
亡
（
日
野
〉



小
高
句
麗
国
の
滅
亡
（
昆
野
）
詑
舗

を
表
示
す
る
に
左
の
如
く
で
あ
る
。
建
国
前
に
於
け
る
使
臣
の
鴨
報
は
予
て
纂
奪
の
野
心
を
抱
い
て
ゐ
た
朱
全
忠
が
契
丹
の
阿
保
機
に
も
築
奪

四

建
国
前
後
契
丹
、

後
梁
使
直
腸
報
装
（
建
圏
第
三
年
迄
）

三岡同二同周岡奇田 契 年

年 年 産丹

三岡同二同同同 T明 後 号

年年 産梁
一一

九 九 九九百
0 同同 O 同同同 0 0 
九 八 七ハ暦

一 五ご五五四四三 月
月同月月月月月月月

T画 丑H 未半戊寅 未I 日

童3語理寵｝。D卿ri ま主卿荷 為霊議造廃霊童譲唱話人 後5契リ 記
。行特 胤幸世 使主主其浮丹

冊特 之 告1又尋 海奉書幣 〆＼

賜 。。獄ノ

以 之遣
手 白衣使
詔 立。

契丹

ヨ

後梁

"' 事ノ
遥
使

入 。以｜
ノ、 l

遼 述旧新通新 遼 l 出
史 鑑五五鑑i 五 史
同・代代・代同・

一 - .~史一史 ー ｜ 

六四．二．ノ六、 二 典｜

を
勧
め
て
彼
我
歩
調
を
合
さ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
か
う
し
て
建
国
前
よ
り
初
ま
っ
た
修
交
は
後
梁
滅
亡
の
日
ま
で
続

き
、
且
つ
同
盟
の
形
に
ま
で
囲
め
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
山
西
に
拠
h
ノ
、
後
に
は
河
北
を
も
併
せ
て
後
出
来
と
制
を
争
っ
た
諸
国
〈
後

の
後
唐
）
を
南
北
よ
り
圧
す
る
為
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
此
の
後
梁
と
契
丹
と
の
修
好
使
臣
の
彼
我
往
来
が
史
に
最
も
頗
繁
に
伝
え
ら
れ
て
ゐ
る

の
は
、
両
者
建
国
の
年
の
凶
月
と
五
月
と
で
、
双
方
各
二
回
、
計
四
回
の
使
臣
往
来
を
算
へ
る
。
此
の
舶
繁
な
使
臣
の
交
換
に
は
当
然
重
大
な

外
交
関
係
の
推
進
が
あ
っ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
の
内
容
に
就
い
て
の
説
明
は
な
い
。
然
し
此
の
時
に
後
梁
一
代
の
対
契
丹
外



交
の
基
礎
が
固
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
想
は
容
易
に
見
当
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
此
の
他
想
の
裏
づ
け
は
契
丹
・
後
梁
の
外
に
更
に

山
西
の
替
を
加
へ
た
三
国
鼎
立
の
国
際
情
勢
の
中
に
求
め
ら
れ
る
様
に
思
は
れ
る
。
大
路
を
倒
し
て
群
雄
の
機
先
を
制
し
た
後
梁
に
対
し
、
あ

く
ま
で
強
力
な
抗
争
を
続
け
た
も
の
は
河
東
に
拠
っ
た
音
の
李
克
用
で
、
彼
は
後
梁
と
の
争
に
は
背
後
の
契
丹
と
和
す
る
必
要
あ
る
を
思
ひ
、

一
度
は
結
盟
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
が
、
契
丹
は
忽
ち
此
の
盟
約
を
破
っ
て
逆
に
侵
略
を
還
し
く
し
た
。
空
間
通
鑑
雄
一
一
後
喫
紀
・
開
平
元

年
五
月
の
条
に

是
歳
阿
保
機
帥
衆
三
十
寓
寵
雲
州
。
替
王
典
之
述
和
。
面
合
同
東
減
。
約
為
兄
弟
。
延
之
帳
中
。
縦
柑
提
手
登
歓
。

約
以
今
冬
北
（
撃
梁
。
一
町
・

川
保
機
留
旬
日
乃
去
。
替
王
贈
以
金
総
数
高
。
阿
保
機
問
団
馬
三
千
匹
・
雑
一
論
議
計
以
酬
之
。
阿
保
機
帰
。
既
而
背
盟
。
更
附
子
川
本
。
膏
王

出
是
恨
之
。

と
あ
る
は
、
音
と
契
丹
と
の
結
盟
、
及
び
契
丹
の
豹
変
背
盟
を
伝
へ
た
記
事
で
あ
る
が
、
此
の
背
盟
の
時
は
五
月
で
あ
り
、
背
盟
じ
た
契
丹
は

後
一
栄
に
転
附
し
た
乙
と
が
明
記
せ
ら
れ
て
お
り
、
此
の
五
月
は
前
月
比
続
い
て
契
丹
と
後
梁
と
の
使
臣
鴨
報
が
行
は
れ
た
月
で
あ
る
。
従
っ
て

表
の
山
崎
国
年
の
使
臣
往
来
は
明
か
に
後
梁
の
契
丹
抱
き
込
み
と
、
契
丹
が
此
れ
に
応
諾
し
て
膏
よ
り
険
梁
に
転
附
し
た
際
の
折
衝
で
あ
っ
た
乙

と
に
な
る
。
所
で
此
所
に
注
意
を
要
す
る
の
は
、
比
の
様
な
重
大
使
命
を
帯
び
た
双
方
の
使
臣
の
往
来
が
海
路
に
由
っ
て
ゐ
た
乙
と
で
、
そ
れ

は
去
の
朱
全
忠
側
第
一
回
追
使
の
記
事
に

「
浮
海
」

と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
当
時
は
後
緊
の
北
方
は
未
だ
そ
の
支
配
に
服
し
て
お
ち

ず、

河
北
に
は
昭
義
節
度
使
王
氏
、

幽
州
節
度
使
劉
氏
等
の
自
立
勢
力
が
居
り
、
河
東
に
は
後
梁
の
宿
敵
膏
国
が
拠
っ
て
ゐ
て
、
彼
等
は
何

れ
も
後
梁
や
契
丹
の
使
臣
が
管
内
を
通
過
し
て
互
に
鴨
報
す
る
ζ

と
を
拒
ん
で
ゐ
た
。
一
五
ふ
迄
も
な
く
契
丹
・
後
梁
の
修
好
は
河
北
・
河
東
の

勢
力
に
取
り
腹
背
受
敵
の
形
勢
を
馴
致
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
後
梁
と
契
丹
と
の
使
臣
交
聴
は
海
路
陀
由
る
外
な
か
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
後
梁
側
の
海
港
は
山
東
の
登
州
か
、
そ
の
附
近
の
湖
海
湾
側
山
東
沿
岸
、
契
丹
側
の
海
港
は
恐
ら
く
そ
の
対
岸
の
遮
河
口
附

近
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
当
時
の
営
州
治
附
近
は
未
だ
幽
州
節
度
伎
が
自
称
燕
国
王
と
し
て
確
保
し
て
お
り
、
又
そ
の
管
内
に
は
契
丹
に
頑
強

小
高
句
麗
国
の
滅
亡
（
白
野
〉

五



小
高
句
麗
国
の
滅
亡
（
日
野
u

一
六

に
抵
抗
し
た
叛
突
が
拠
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
営
州
・
平
州
管
内
に
契
丹
側
の
海
港
を
求
め
る
の
は
安
当
で
な
い
。
大
凌
河
以
来
遼
河
口

迄
の
遼
酉
沿
岸
に
は
望
平
海
口
が
あ
っ
た
の
で
、
或
は
比
れ
が
使
用
せ
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

此
の
地
方
は
所
謂
温
調
遠
誌
の
地
が
多

く
、
勝
れ
た
海
口
と
は
一
五
へ
な
か
っ
た
。
後
梁
と
の
結
盟
に
よ
っ
て
湖
海
湾
交
通
が
緊
要
化
し
た
の
に
対
応
し
て
良
港
を
確
保
せ
ん
と
す
れ

ぱ
、
鎮
東
海
口
の
外
に
求
め
難
く
、
よ
っ
て
契
丹
の
此
の
海
口
の
占
領
と
な
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
然
レ
比
所
は
明
か
に
小
高
句
麗
闘
の
地

で
、
助
海
の
勢
力
範
聞
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
阿
保
機
は
越
境
侵
占
し
て
比
の
出
口
を
取
り
、
そ
こ
に
長
城
を
築
い
た
こ
と
に
な
る
。
築

域
が
凋
平
二
年
十
月
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
占
領
は
そ
れ
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
後
梁
と
の
結
盟
が
成
立
し
た
一
冗
年
五
月
か
ら
二

年
卜
月
迄
の
間
に
侵
ト
内
し
た
の
で
あ
ら
う
。
此
の
様
に
見
て
く
る
と
、
阿
保
機
の
鎮
東
海
口
上
日
領
は
、
後
梁
と
結
ん
で
音
や
河
北
へ
の
侵
掠
を

有
利
化
せ
ん
と
す
る
対
中
国
政
策
と
、
潮
海
・
小
高
句
麗
人
の
湖
海
湾
進
出
を
抑
へ
ん
と
す
る
東
方
政
策
と
の
一
一
つ
の
大
き
な
意
味
を
併
せ
有

し
て
ゐ
た
乙
と
に
な
る
。

鎖
東
の
占
領
が
此
の
様
に
重
大
な
意
義
を
も
っ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、

謹
一
一
一
年
正
月
の

「
幸
遼
東
」
が
前
年
十
月
に

築
造
を
命
じ
た
銀
東
関
長
城
の
視
察
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
J

察
知
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

鎮
東
海
日
の
l
n
領
は
削
悔
・
小
出
旬
一
泌
を
抑
へ

て
契
月
の
対
中
国
海
上
述
絡
を
確
保
し
た
も
の
と
し
て

爾
後
の
束
力
政
策
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
も
っ
た
こ
と
と
川
口
は
れ
る
。

退
官
史
叫
す

太
組
紀
・
即
位
第
五
年
〈
九
一
一
）
正
月
の
条
に

於
是
悉
有
実
・
密
之
地
。
東
際
海
。
南
謹
白
槽
。
四
輪
松
決
。
北
抵
讃
水
。

と
て
、

契
丹
が
笑
・
市
習
の
地
を
悉
く
領
有
し
た
結
果
。
東
は
海
に
亙
っ
た
と
あ
る
。

此
の
海
と
は
大
法
河
の
河
口
附
近
よ
り
万
里
の
長
城
附

近
に
至
る
一
帯
の
海
岸
を
指
し
、
当
時
契
丹
に
反
抗
し
続
け
て
ゐ
た
実
族
中
の
最
も
頑
強
な
部
肢
を
此
の
地
域
陀
辿
つ
め
、
終
に
阿
保
機
に
屈

I
関

服
せ
し
め
た
こ
と
を
伝
へ
た
の
が
右
記
事
で
あ
る
と
云
ふ
。
此
の
地
域
は
本
来
営
州
の
管
界
に
属
し
て
ゐ
た
。
営
州
治
が
契
丹
の
手
に
務
ち
た

の
は
梢
々
後
年
の
梁
・
後
時
鼎
革
の
頃
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
が
、
州
の
東
部
地
域
は
叛
桑
の
追
討
窮
迫
を
通
じ
て
阿
保
機
即
位
の
五
年
に
早
く

も
契
丹
の
勢
力
範
固
に
入
っ
た
わ
け
で
あ
る
、
此
の
営
州
東
界
の
占
領
は
中
国
と
満
洲
勢
力
と
の
陸
正
接
触
を
遮
断
し
、
且
つ
夕
、
丹
の
鎮
東
海



口
へ
の
往
来
路
の
安
全
を
強
化
す
る
二
つ
の
大
き
な
効
果
を
も
っ
。
営
州
東
部
の
占
領
が
阿
保
機
の
「
幸
遼
東
」
の
二
年
後
で
あ
っ
た
こ
と
を

思
ふ
と
、
鎮
東
海
口
と
営
州
東
部
と
の
占
領
は
阿
保
機
の
満
翠
提
携
遮
断
計
画
と
し
て
聯
闘
的
に
推
進
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

「
幸
遼
東
」
に
続
く
記
事
は
そ
れ
よ
り
六
年
を
経
た
「
釣
魚
子
鴨
漆
江
。
云
云
」
の
一
旬
で
、
新
緩
や
高
麗
の
入
買
を
併
せ
記
し
て
ゐ
る
ζ
と

か
ら
、

一
見
、
い
か
に
も
契
丹
の
勢
力
が
朝
鮮
半
島
に
ま
で
伸
張
し
て
行
っ
た
か
の
観
を
呈
し
て
ゐ
る
が
、
充
分
慎
重
な
批
判
を
要
す
る
一
旬

で
あ
る
。
鴨
緑
江
は
削
海
の
朝
貢
道
、
即
ち
対
小
平
交
通
第
一
幹
線
で
、
制
海
は
江
水
の
全
線
を
抑
へ
、
江
口
附
近
に
泊
灼
城
を
置
い
て
此
れ
を

守
っ
て
ゐ
た
。
か
う
し
た
鴨
緑
江
に
、
制
出
が
未
だ
健
在
し
て
ゐ
た
当
時
、
阿
保
機
が
速
く
出
か
け
て
釣
魚
す
る
乙
と
は
常
識
的
に
見
て
あ
り

得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
削
海
に
取
り
附
緑
江
は
そ
の
経
済
的
・
文
化
的
発
展
の
為
に
不
可
欠
な
中
国
と
の
交
通
貿
易
の
幹
線
で
あ
り
、
そ
の
安
全

を
荷
か
す
が
如
き
阿
保
機
の
鴨
緑
江
方
面
続
帰
京
は
淵
海
と
の
問
に
紛
争
を
捲
起
す
危
険
が
大
き
か
っ
た
。
当
時
の
阿
保
織
が
か
か
る
危
険
を
敢

て
胃
し
た
と
は
考
へ
難
い
。
阿
保
機
の
建
国
活
動
に
現
れ
た
対
外
政
策
を
大
観
す
る
に
、
先
づ
同
系
族
の
奨
を
征
服
し
つ
つ
此
れ
に
並
行
し
て

E

若
草
等
の
北
方
勢
力
を
伐
ち
従
へ
、
西
の
阻
ト
・
党
市
慣
を
伐
つ
て
の
ち
、
力
を
結
集
し
て
一
気
に
東
の
働
海
を
攻
め
滅
し
て
ゐ
る
。
即
ち
阿
保

機
は
四
面
一
斉
構
敵
の
滋
を
さ
け
、
そ
の
最
も
弱
い
も
の
か
ら
逐
次
各
個
に
撃
滅
し
て
行
く
賢
明
な
策
を
採
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
撒
海

遠
征
中
に
陣
残
し
た
が
、
そ
の
子
の
太
宗
は
湖
海
討
滅
の
軍
を
引
揚
げ
る
と
、
直
ら
に
そ
の
主
力
を
中
固
に
注
い
で
ゐ
る
。
そ
れ
は
阿
保
機
が

北
か
ら
西
、
更
に
東
の
隣
赦
を
滅
し
た
後
、
最
後
に
最
大
の
敵
中
固
に
当
ら
ん
と
じ
た
進
策
に
従
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
強
か
う
し
た
遠
大
な

雄
略
を
胸
に
抱
い
た
阿
保
機
が
淵
海
撃
滅
の
機
の
未
だ
熟
し
な
い
以
前
に
そ
の
生
命
線
と
も
云
ふ
べ
き
鴨
緑
江
を
脅
す
が
如
き
刺
戟
的
挙
措
に

出
た
と
は
思
は
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
大
勢
観
か
ら
、
遼
史
に
記
す
此
の
鴨
緑
江
を
以
て
北
流
松
花
江
下
流
部
分
の
一
名
な
る
鴨
子
河

ぷ
却

で
あ
ら
う
と
す
る
説
が
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
然
し
鴨
緑
江
が
一
口
同
一
一
・
新
維
の
入
貢
と
併
せ
記
さ
れ
て
ゐ
る
点
か
ら
此
の
説
に
は
震
に
賛
同
し

縫
い
弱
味
が
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
釣
魚
子
鴨
禄
江
」
の
一
旬
は
そ
の
ま
ま
で
は
ど
う
に
も
受
取
り
難
い
の
で
あ
る
。

鴨
緑
江
と
併
せ
記
さ
れ
て
ゐ
る
高
麗
と
新
総
と
の
入
賞
記
事
の
う
ち
、
新
経
に
就
い
て
は
格
別
疑
問
を
挟
む
べ
き
理
由
は
な
い
が
、
新
経
の

小
高
句
麗
国
の
滅
亡
（
日
野
）
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衰
微
に
乗
じ
て
半
島
の
北
部
に
王
建
が
高
麗
を
建
国
し
た
の
は
此
の
年
よ
り
更
に
ご
一
年
後
の
神
冊
三
年
の
夏
六
月
丙
辰
で
あ
っ
た
と
云
ふ
か

引
鈎

ら
、
比
の
入
賞
高
麗
は
半
島
に
は
在
り
得
な
か
っ
た
と
と
に
な
る
。
か
く
て
太
租
九
年
の
記
事
は
厳
密
な
批
判
を
要
す
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な

ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
便
宜
上
後
文
に
扱
ふ
乙
と
と
す
る
。
た
だ
「
釣
魚
子
鴨
緑
江
」
以

F
の
句
が
ど
の
様
に
解
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
当
時
の
阿

保
機
の
勢
力
が
嶋
緑
江
か
ら
朝
鮮
半
鳥
に
ま
で
伸
張
し
得
る
筈
の
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
紛
れ
な
い
客
観
情
勢
で
あ
っ
た
。
即
ち
鴨
緑
江
の
抗

日
鈎

域
は
働
海
が
契
丹
に
滅
さ
れ
た
後
も
遺
民
の
抵
抗
に
よ
っ
て
久
し
く
契
丹
の
支
配
を
排
し
、
契
丹
が
此
の
流
域
を
確
保
し
得
た
の
は
遥
か
後
年

打開山

の
聖
宗
朝
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
文
嶋
緑
江
東
岸
の
地
は
女
直
の
住
地
と
し
て
朝
鮮
民
族
の
域
外
に
属
し
、
此
所
が
高
一
一
に
帰
し
た
の
は
、
鴨
緑

代
鈎

江
失
直
を
経
略
し
た
卵
、
月
の
山
L

宗
が
そ
の
地
を
高
麗
に
与
へ
て
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
太
祖
が
鴨
緑
江
に
示
威
行
進
し
た
り
、
そ
れ
に
恐
れ
て

忽
ち
新
緩
や
高
麗
が
迄
々
入
貢
し
た
り
す
る
こ
と
は
有
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
は
神
間
三
年
一
一
月
の
多
数
国
家
の
遺
使
入
貢
の
記
事
で
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
醤
・
例
制
・
阻
卜
・
党
項
等
は
遼
東
と
関
係
が
無
い
の
で
除

外
す
る
と
、
残
る
は
削
海
・
高
一
一
・
呉
越
と
な
る
。

「
削
海
の
扶
余
府
は
契
丹
道
な
り
」
と
の
所
伝
が
あ
る
以
上
、
同
者
の
問
に
時
報
の
あ
っ

n
m
 

た
の
は
当
然
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
契
丹
側
か
ら
児
て
の
削
海
の
入
貢
記
事
に
疑
問
を
挟
む
必
要
は
な
く
、
た
だ
此
れ
に
よ
っ
て
両
者
の

聞
に
時
折
正
式
使
匝
の
住
米
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
め
得
る
も
の
と
解
し
て
お
け
ば
よ
い
。
然
し
高
麗
と
呉
越
と
の
入
貢
は
慎
重
に
考
へ
る
必
要

が
あ
る
。

王
副
障
が
半
島
に
い
山
内
麗
を
建
国
し
た
の
は
此
の
年
で
あ
る
が
、
先
述
の
如
く
、
そ
れ
は
夏
六
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
三
月
の
此
の
時
に
は
未

だ
建
国
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
遼
史
本
紀
に
は
先
の
太
祖
九
年
の
も
の
と
合
せ
て
王
氏
の
建
国
に
先
つ
高
麗
国
の
契
丹

へ
の
入
貢
が
二
同
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
乙
と
に
な
る
。
遼
史
に
は
此
の
外
に
属
国
表
に
も
神
間
コ
一
年
三
月
に
繋
け
て
高
一
胞
の
入
賞
を
記
し
て
ゐ
る

乙
と
、
高
麗
伝
で
は
建
悶
前
の
入
貢
の
繋
年
を
頗
る
ぼ
か
し
て
記
し
て
ゐ
る
こ
と
、
主
氏
建
国
前
の
乙
れ
ら
の
入
貢
尚
一
蹴
は
小
高
旬
厩
で
は
な

い
か
と
の
推
測
が
抱
か
れ
る
こ
と
等
は
先
に
一
言
し
た
如
く
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
此
の
高
麗
の
入
貢
は
仔
細
に
検
川
す
る
必
要
が
あ
り
、



便
宜
上
後
文
に
更
め
て
詳
考
す
る
ζ

と
と
す
る
。

呉
越
は
江
南
の
両
市
削
に
拠
っ
た
国
で
、

契
丹
と
の
聞
に
は
呉
・
後
梁
・
畜
・
燕
等
の
諸
週
が
介
在
し
、

梁
と
燕
・
替
は
何
れ
も
立
に
川
仇
敵
視
し
、
更
に
燕
・
替
と
契
丹
と
は
攻
防
を
続
け
て
ゐ
た
の
で
、
か
か
る
複
雑
な
国
際
関
係
の
交
錯
す
る
大

呉
と
後
梁
、

且
つ
呉
越
と
呉
、

後

開
を
縦
断
し
て
呉
川
地
か
ら
契
川
に
追
使
交
易
す
る
乙
と
は
全
く
望
め
ず
、
海
路
に
由
る
外
な
か
っ
た
。
呉
越
の
契
丹
へ
の
泣
使
渡
航
は
比
の
年

以
前
に
初
ま
っ
て
お
り
、
以
後
も
又
長
く
続
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
但
し
此
の
遣
使
渡
航
を
伝
へ
て
ゐ
る
の
は
専
ら
遼
史
の
み
で
、
呉
的
の
腔
史
を

ね
っ
た
呉
越
備
史
に
は
公
然
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
は
呉
越
備
史
の
撰
者
が
宋
に
併
人
H

せ
ら
れ
た
呉
柏
国
の
王
家
の
子
孫
で
、
宋
か
ら
そ
の

生
掃
を
保
証
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
宋
は
契
凡
と
抗
争
対
立
し
て
ゐ
た
の
で
、
そ
の
机
光
の
閣
の
契
丹
と
の
親
交
を
志
織
的
に
削
去
し
た
為
と

思
は
れ
る
。
遼
史
巻
一
太

H
G
乙
よ
っ
て
口
三
越
ヨ
の
波
求
人
え
を
表
示
す
る
乙
、
左
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
呉
越
凶
使
阻
の
波
航
入
丹
は
梨

巻

二

今

f

t

i

t

－

－
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小
高
句
麗
国
の
滅
亡
（
日
野
）

丹
・
太
祖
の
九
年
に
初
ま
っ
た
乙
と

が
知
ら
れ
る
。
太
宗
時
代
に
も
此
の

波
来
は
続
き
、
太
宗
は
契
丹
側
か
ら

も
使
臣
を
呉
越
に
遣
し
て
ゐ
る
。
両

て国
詳使
考臣
しの
て波
ゐ自立
る ff
の米
でに

二就
此29唱し、
所て
i乙は
は嘗

詳
説
し
な
い
が
、
此
の
渡
海
の
契
丹

側
発
着
出
が
鈍
京
間
海
口
で
ゐ
っ
た

こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

鎮
東
海
口
に
盛
ん
に
来
航
し
た
中

九
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国
人
の
国
家
は
後
梁
・
呉
越
と
南
唐
と
で
あ
る
が
、
南
出
は
戸
、
を
纂
奪
し
た
国
で
、
そ
の
建
国
は
契
丹
・
太
宗
の
天
顕

l
二
年
（
九
二
一
七
〉
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
渡
米
は
お
そ
く
初
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
後
梁
と
呉
越
と
の
渡
来
は
共
に
太
祖
の
時
に
初
ま
っ
て
ゐ
ろ
が
、
更
に
北
れ
を
細

か
く
比
較
す
る
と
、
後
梁
の
渡
来
は
太
祖
即
位
の
前
年
に
初
ま
っ
て
ゐ
る
の
に
対
し
、
呉
越
の
来
武
は
そ
れ
よ
り
十
年
お
く
れ
て
太
机
の
九
年

に
初
ま
っ
て
ゐ
る
。
後
梁
の
使
臣
が
渡
米
を
初
め
た
時
に
は
契
丹
は
未
だ
鎮
東
関
を
占
領
経
常
し
て
は
ゐ
な
い
。
そ
し
て
契
丹
が
鎮
東
に
長
城
を

築
い
た
太
祖
の
二
年
卜
月
迄
に
後
梁
と
契
丹
と
が
海
路
往
来
せ
し
め
た
使
臣
の
回
数
は
史
に
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
・
も
の
の
み
で
も
合
せ
て
八
回
に

も
迷
レ
て
ゐ
る
。
然
も
比
の
使
臣
往
来
は
両
閏
同
盟
の
前
一
要
な
政
治
的
使
命
を
帯
び
た
も
の
で
あ
っ
た
。
き
す
れ
ば
此
の
両
国
間
の
海
路
連
絡

の
頻
繁
と
そ
の
重
要
性
と
が
契
丹
を
し
て
そ
の
要
港
鎖
束
の
占
領
経
営
を
急
が
し
め
る
有
力
な
一
因
と
な
っ
て
ゐ
た
と
見
る
を
得
ょ
う
。
後
梁

の
契
丹
へ
の
渡
航
は
国
際
政
治
の
面
か
ら
初
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
速
く
離
れ
た
呉
越
に
は
か
う
し
た
政
治
的
目
的
の
あ
っ
た
需
が
な
い
。

従
っ
て
そ
の
太
組
九
年
の
初
入
貢
が
も
っ
意
味
は
他
の
聞
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

当
時
の
海
外
へ
の
使
陀
派
遣
は
多
く
海
上
貿
易
に
折
躍
レ
て
ゐ
た
海
商
を
利
用
し
て
ゐ
た
。
即
ち
市
仏
大
紋
命
を
以
て
特
派
せ
ら
れ
る
使
臣
は

尚
舶
に
培
乗
し
、
然
ら
eさ
る
川
場
合
は
栴
商
に
使
命
を
托
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
先
掲
の
詰
表
中

K
Mえ
る
呉
越
の
勝
彦
林
や
後
淡
の
郎
公
逮

は
恐
ら
く
梅
商
と
し
て
或
は
特
派
使
臣
を
輔
け
、
戒
は
臼
ら
使
陀
と
し
て
の
任
を
果
し
て
ゐ
た
と
忠
は
れ
る
人
物
で
あ
る
。
呉
越
国
、
即
ち
両

所
の
商
舶
は
当
時
の
東
支
那
海
・
黄
海
に
最
も
目
ざ
ま
し
く
活
躍
し
、
揃
海
・
朝
鮮
・
山
来
半
由
時
等
は
も
と
よ
り
、
速
く
日
本
に
ま
で
政
航
し

詑
初

て
貿
易
の
利
を
求
め
て
ゐ
た
。
制
海
湾
の
良
港
鎮
東
海
口
に
も
恐
ら
く
夙
く
よ
り
渡
航
し
、
遼
東
貿
易
の
利
を
逐
っ
て
ゐ
た
も
の
と
抗
測
せ
ら

れ
る
。
そ
の
呉
越
が
契
月
に
入
貢
し
た
の
は
阿
保
機
が
銭
東
出
口
壱
占
領
し
て
か
ら
七
年
も
後
の
即
枕
泊
九
年
目
で
、
後
梁
に
甚
し
く
後
れ
て

ゐ
る
が
、
も
と
も
と
呉
越
の
場
合
は
政
治
か
ら
離
れ
て
専
ら
貿
易
博
利
一
本
の
渡
航
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
太
机
九
年
の
入
門
開
始
も
、

そ
れ
が
貿
易
の
立
場
か
ち
、
必
要
か
有
利
で
あ
る
と
昆
た
上
で
の
乙
と
で
あ
っ
た
と
受
取
る
べ
き
で
あ
る
。
果
じ
て
然
ら
ぱ
、
呉
越
は
太
初
の
九

年
に
入
っ
て
初
め
て
契
け
へ
の
朝
貢
を
貿
易
上
に
有
利
も
し
く
は
必
要
と
考
へ
、
そ
れ
ま
で
は
必
ず
し
も
契
丹
を
深
く
意
に
介
し
て
ゐ
な
か
っ



た
乙
と
に
な
る
。
そ
こ
で
太
机
の
九
年
は
何
故
呉
越
の
貿
易
業
者
を
し
て
契
丹
へ
の
朝
貢
を
必
要
文
は
有
利
と
考
へ
し
め
た
か
を
採
っ
て
見

る
呉
越
船
の
湖
海
湾
へ
の
波
航
は
遼
防
を
中
心
と
す
る
南
満
貿
易
の
利
を
求
め
る
に
在
っ
た
。
貿
易
の
利
を
維
持
拡
大
す
る
に
は
此
の
南
満
を

支
配
す
る
権
力
と
修
好
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
と
へ
契
丹
が
要
港
鎮
東
を
占
領
し
て
も
、
そ
の
背
陸
の
支
配
権
を
握
ら
な
け
れ
ば
呉
越
は
必

ず
し
も
契
川
に
入
貢
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
此
の
様
に
考
へ
る
と
、
太
担
が
遼
陽
を
含
む
南
満
の
大
部
分
を
収
め
た
為
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
乙

と
に
な
る
。
逆
に
云
へ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
太
祖
は
南
満
の
中
心
勢
力
と
な
る
を
得
ず
、
鎮
東
占
領
後
七
年
間
、
遼
東
に
於
け
る
勢
力
の
大
伸
張

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る

太
祖
・
九
年
に
続
く
先
表
の
記
事
は
神
冊
三
年
十
二
月
、
四
年
二
月
、
同
五
月
の
一
聯
の
記
事
で
、
何
れ
も
遼
陽
の
経
営
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
先
づ
三
年
十
二
月
の
「
幸
遼
防
故
城
」
は
契
丹
が
遼
陽
を
占
領
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
太
祖
の
行
幸
は
そ
の
修
葺
経
営
の
為
で
、
翌
四

年
二
月
、
比
一
山
を
東
平
郡
と
し
、
防
御
M

州
と
定
め
、
五
月
、
営
修
ほ
ぼ
成
る
を
見
て
還
幸
し
た
も
の
と
忠
は
れ
る
。
約
半
歳
の
滞
儲
は
い
か
に

阿
保
機
が
泣
協
の
経
営
に
力
新
を
入
れ
て
ゐ
た
か
を
察
せ
し
め
る
。
遼
陽
は
小
高
句
麗
の
首
都
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
占
領
経
常
に

就
い
て
は
小
高
句
麗
の
滅
亡
の
光
州
掛
か
ら
後
文
に
更
め
て
再
考
す
る
が
、
此
の
遼
陽
の
経
常
が
遼
東
に
が
、
け
る
契
丹
の
勢
力
を
格
段
と
強
化
せ

し
め
た
乙
と
は
自
明
で
、
此
の
年
、
利
に
敏
い
呉
越
が
又
も
や
却
六
月
に
朝
貢
し
て
ゐ
る
の
は
遇
然
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

先
表
の
次
の
記
事
は
神
間
六
年
十
二
月
の
「
詔
従
槽
・
順
州
民
子
東
平
・
溶
州
」
の
旬
で
あ
る
。
摺
・
順
州
は
河
北
の
州
名
で
‘
そ
こ
で
伊
へ

許
制

た
漢
民
を
京
一
半
郡
と
藩
州
と
に
従
し
、
そ
の
充
実
と
原
住
民
の
産
制
と
に
資
し
た
わ
け
で
あ
る
。
東
平
郡
は
一
昨
年
修
復
し
た
遼
闘
で
あ
り
、

註
割

藩
州
は
遼
防
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
猪
防
（
奉
天
〉
で
あ
る
。
漢
民
徒
山
直
前
に
契
丹
の
領
有
と
な
っ
て
ゐ
た
こ
と
は
紛
れ
な
い
が
、
そ
の
占
領
の
年

は
示
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
泣
京
間
制
に
お
け
る
そ
の
歴
史
的
重
要
性
と
遼
陽
か
ら
の
距
離
と
か
ら
考
へ
る
に
、
恐
ら
く
そ
の
占
領
は
遼
院
と
相
前

後
し
た
凶
の
ζ

と
で
あ
ら
う
。
遼
蹴
・
滞
阪
の
二
要
地
を
収
め
た
契
丹
の
勢
力
は
更
に
附
近
一
帯
に
波
及
し
行
っ
た
筈
で
あ
る
。

小
高
句
麗
国
の
滅
亡
（
日
野
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最
後
の
天
賛
三
年
五
月
の
記
事
は
、
河
北
道
・
制
州
の
伊
獲
漢
氏
を
徒
し
て
遼
州
を
実
し
た
乙
と
、
制
海
（
人
）
が
州
の
刺
史
を
殺
し
、
州

民
を
掠
し
た
乙
と
等
を
伝
へ
た
も
の
で
あ
る
。
遼
州
は
今
の
新
民
県
の
東
北
遼
浜
塔
の
地
に
当
る
乙
と
、
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
契
丹
の
遼
州

占
領
の
年
は
示
お
れ
て
ゐ
な
い

先
に
述
べ
た
如
く
、
遼
州
・
戚
州
と
契
丹
の
東
進
基
地
龍
化
州
と
は
交
通
幹
線
を
以
て
結
ば
れ
、
阿
保
機
は
比
の
幹
線
に
由
っ
て
そ
の
大
汗

即
位
前
に
早
く
も
成
州
以
北
の
女
直
を
経
略
し
て
ゐ
た
。
又
遼
州
は
此
の
幹
線
上
の
最
大
要
衝
に
当
り
、
よ
っ
て
契
丹
は
遼
州
に
北
女
直
兵
烏

司
を
お
い
て
女
直
を
控
制
し
、
戚
・
遼
・
龍
化
州
の
兵
事
を
此
の
司
に
委
隷
し
て
此
の
幹
線
を
固
め
し
め
て
ゐ
た
。

こ
の
様
に
見
て
来
る
と
、

龍
化
州
事
伊
」
東
進
一
基
地
と
し
て
ゐ
た
阿
保
機
の
遼
州
占
領
は
比
較
的
早
か
っ
た
め
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
湖
海
人
の
刺
出
入
襲
殺
事
件
は
後
文

に
更
め
て
詳
考
す
る
予
定
で
あ
る
。

以
上
は
専
ら
太
祖
紀
に
拠
っ
た
阿
保
機
の
遼
東
経
略
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
此
れ
を
通
観
す
る
に
、
彼
は
湖
海
遠
征
以
前
に
遼
河
口
よ
り

東
遼
河
方
面
に
至
る
運
河
の
会
枕
域
を
収
め
て
ゐ
た
ζ

と
が
明
か
と
な
る
が
、
此
の
長
大
な
地
帯
に
彼
が
設
置
し
た
州
は
僅
か
に
東
平
・
溶
・

遼
の
一
一
一
、
此
れ
に
鎮
東
闘
を
加
へ
て
一
一
一
州
一
関
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
余
り
に
も
子
薄
な
る
に
疑
念
が
抱
か
れ
る
。
そ
ζ

で
遼
史
唯
一
一
一
地
理
志
・

，，， 

東
京
道
の
項
を
検
討
す
る
に
、
果
し
て
此
の
外
に
も
阿
保
機
設
置
と
明
記
あ
る
も
の
、
そ
れ
と
察
せ
ら
れ
る
も
の
等
が
数
州
見
出
さ
れ
る
。
そ

れ
ら
を
抽
出
し
、
説
明
記
事
を
抄
記
し
て
表
示
す
る
に
、
左
の
如
〈
で
あ
る
。
合
計
十
州
と
な
る
が
、
此
の
中
、
遼
陽
（
東
平
郡
）
藩
・
遼
の

三
府
州
は
太
祖
紀
に
も
見
え
、
黄
龍
府
は
太
祖
が
湖
海
を
伐
ち
そ

一員じ

事

州

の
扶
余
白
川
（
今
の
農
安
の
西
南
〉
を
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
か

日
制

ら
、
小
高
句
麗
領
域
外
の
地
で
あ
る
。
そ
ζ

で
此
れ
ら
の
四
州
を

神
山
四
年
。
茸
遼
働
故
城
。
以
溺
海
撲
戸

建
東
平
都
。
為
防
禦
州
。

記
事
省
断
。

漆

差
引
く
も
尚
六
州
を
新
に
加
へ
る
乙
と
と
な
る
。
そ
こ
で
次
に
此

太
総
停
制
州
三
河
民
建
三
河
県
。
後
一
史
名
。

れ
ら
六
州
に
就
い
て
考
説
す
る



広

州

遼

1ii 

棋

1H 

銀

11i 

同

太
組
筒
州
。

太
加
平
織
海
。
以
降
一
戸
問
。
後
廃
。
統
和
二

九
年
伐
高
麗
。
以
所
停
溺
海
戸
復
置
。

本
溺
海
扶
余
府
。
太
祖
平
溺
海
還
至
此
崩
。
有

黄
能
見
。
更
名
。

巌
州
本
溺
海
臼
巌
城
。
太
宗
燈
属
溶
州
。
云
一
五
。

1ii 

帰

1ii 

黄

龍

府

霊

源

県

太
祖
倖
時
制
州
吏
民
建
漁
陽
県
。
後
更
名
。

先
づ
各
州
の
位
置
を
見
る
に
、
鉄
利
州
（
後
の
広
州
）
は
溶
州

（
奉
天
）
の
西
南
六
十
清
里
の
彰
駅
姑
に
当
り
ハ
影
駅
は
広
州
の

郭
下
県
昌
義
↓
章
義
の
転
立
日
）
、
間
州
（
後
の
棋
州
）
及
び
そ
の

郭
下
の
慶
重
県
は
開
原
の
西
方
約
四
十
清
里
に
在
る
慶
雲
盤
に
当

り
、
銀
州
は
鉄
鎖
、
同
州
は
戚
州
と
銀
州
と
の
中
聞
に
花
っ
た
と

措
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
巌
州
は
臼
巌
城
を
州
と
し
た
も
の
で
あ
る

と
一
五
ふ
。
白
綴
減
の
だ
同
一
一
一
国
史
記
雄
一
高
句
麗
本
紀
・
陽
原

「
改
築
白
綴
誠
。
葺
新
城
」
と
あ

王
一
ニ
年
（
五
四
七
）
の
条
に
、

り
、
同
七
年
（
五
五
一
〉
の
条
に
「
突
蕨
来
凶
新
域
。
不
克
。
移

攻
白
巌
城
」
と
あ
っ
て
、
南
北
朝
時
代
か
ら
新
城
と
並
ぶ
高
句
麗

の
要
城
と
し
て
史
に
著
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
地
は
遼
陽
と
本
漢
湖

太
担
選
溺
海
入
居
之
建
鉄
利
川
。
統
和
八
年

省
。
嗣
泰
七
年
以
漢
一
戸
慣
。

太
組
伐
激
海
先
磁
東
平
府
。
遷
民
実
之
。

（
中
耐
附
）
太
組
改
為
州
。
軍
日
東
平
。
云
一
瓦
。

太
組
以
楢
州
伴
於
此
建
檀
州
。
後
更
名
。

慶

雲

県

太
相
伴
府
間
帯
主
民
。
於
是
建
偶
問
皆
同
県
。
後
一
史
名
。

に
当
る
品
川
府
元
亀
ヰ
ト
情
一
土
部
・
納
問
一
円
・
貞
観
十
九
年
六
月
丁
酉
の
条
に
唐
の
太
宗
が
高
句
麗
を
伐
っ
て
白
線
城
を
降
し
た
こ
と
を
記

と
の
中
問
、
太
子
河
の
上
流
の
北
岸
に
そ
の
遺
祉
を
遺
す
燕
州
披

し
て

本
動
攻
白
熊
城
西
南
。

本
湖
泌
抑
制
州
、
太
組
、
以
銀
治
吏
名
。

永
平
県
一
太
泊
以
倖
一
戸
問
。
旧
有
永
平
築
。

太
宗
臨
其
丙
北
。

城
主
孫
伐
立
円
詰
陣
。

mm
城
為
綴
州
。

獲
士
女
一
万
。

勝
丘
二
千
四
百
。
倉
菓
一
一
万
八
千

石
。
一
五
五
。

政
犯

と
あ
り
、
白
巌
城
を
取
っ
た
太
宗
は
比
れ
を
綴
州
と
名
け
た
と
云
ふ
。
太
宗
の
引
揚
げ
と
共
に
忽
ち
高
句
麗
に
奪
還
せ
ら
れ
た
が
、
巌
州
の
名

は
唐
代
に
由
来
す
る
乙
と
が
知
ら
れ
る
。
太
宗
は
此
の
時
遼
陽
を
と
っ
て
遼
州
と
レ
、
葦
牟
城
を
と
っ
て
葦
州
と
し
た
と
云
ふ
。
遼
史
の
地
理

小
高
句
麗
国
の
滅
亡
（
日
野
〉
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四

志
は
巌
州
の
太
祖
設
置
な
る
を
云
は
ず
、
只
太
宗
の
時
に
設
置
後
幾
歳
月
を
経
て
ゐ
た
乙
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
が
、
太
宗
は
中
国
の

経
路
に
力
点
を
お
い
て
東
方
に
消
極
的
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
か
ら
、
創
設
者
は
太
祖
で
は
な
い
か
と
忠
は
れ
る
。
帰
州
は
太
祖
の
時
置
か
れ
、

そ
の
後
一
度
廃
せ
ら
れ
、
引
宗
の
統
和
二
十
九
年
（
一

O
一
一
〉
復
置
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
。
此
の
帰
州
に
就
い
て
は
別
に
専
考
し

刊
日
制

で
お
り
、
そ
の
結
果
を
要
約
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
復
置
の
帰
州
は
型
宗
が
高
一
一
征
伐
で
獲
た
禍
海
人
停
虜
を
以
て
遼
東
半
島
に
置
い
た

も
の
で
あ
る
が
、
太
祖
創
置
の
帰
州
は
全
く
処
を
異
に
し
、
今
の
梅
順
、
即
ち
高
句
麗
及
び
小
高
句
麗
時
代
の
新
城
州
に
当
る
。
即
ち
太
祖
は

新
城
州
を
収
め
て

mm州
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
約
半
世
紀
を
経
た
保
寧
八
年
（
九
七
六
）
九
月
辛
未
、
女
貰
の
強
要
を
受
け
、
そ
の
五
案

を
破
ら
れ
、
州
民
を
掠
致
せ
ら
れ
、
此
れ
が
囚
と
な
っ
て
廃
州
と
な
っ
た
。
阿
保
機
が
滅
し
た
湖
海
の
遺
民
が
建
て
た
後
納
栴
及
び
此
れ
を
支

へ
て
ゐ
た
冗
芯
部
の
指
抑
を
受
け
た
女
直
が
輝
発
河
流
域
か
ら
出
撃
し
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
此
の
前
日
仰
州
は
軍
政
上
東
京
統
軍
司
ハ
遼
陽

に
治
す
）
に
属
し
て
ゐ
た
。
撫
順
に
は
今
も
尚
高
句
麗
時
代
と
遼
代
と
の
造
物
が
並
出
す
る
と
一
五
ふ
。

次
に
地
理
志
一
的
被
六
州
の
設
置
年
代
を
見
る
に
、
そ
の
正
確
な
所
伝
は
全
く
見
出
せ
な
い
。

然
し
東
平
郡
が
神
冊
三
年
末
か
ら
修
葺
せ
ら

れ
、
溶
州
が
川
六
年
に
は
設
置
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
西
方
、
即
ち
契
丹
よ
り
見
て
手
前
に
所
花
す
る
鉄
利
州
は
そ
れ
よ
り
先
に
置

か
れ
て
ゐ
た
公
算
が
大
き
い
。
遼
史
時
六
食
貨
志
・
抗
治
の
条
に

神
冊
初
。
平
働
海
得
広
州
。
本
崩
海
鉄
利
府
。
改
日
鉄
利
州
。
地
亦
多
鉄
。

と
て
鉄
利
州
の
設
置
を
神
冊
の
初
め
な
り
と
し
て
ゐ
る
の
は
、
先
述
の
理
由
か
ら
し
て
大
体
信
を
お
き
得
る
も
の
と
云
へ
ょ
う
。
但
し
此
の

鉄
利
州
を
働
海
を
平
げ
て
得
た
と
云
っ
て
ゐ
る
の
は
正
し
く
な
い
。

契
丹
が
削
海
を
攻
滅
し
た
の
は
神
冊
初
年
か
ら
計
へ
て
十
年
も
後
に
当

る
。
然
ら
ぱ
何
故
「
平
問
悔
得
広
州
」
と
一
広
っ
て
ゐ
る
の
か
と
云
ふ
続
問
が
生
ず
る
が
、
そ
れ
は
遼
史
、
特
に
地
班
志
に
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る

「
前
海
」
の
用
例
の
検
討
に
係
っ
て
え
る
の
で
、
更
め
て
詳
考
す
る
こ
と
と
す
る
。
遼
陽
の
東
に
在
る
巌
州
の
設
置
は
遼
腸
と
略
々
同
時
か
、

会副

若
干
後
年
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
槙
州
は
河
北
路
・
檀
州
の
伊
掠
漢
民
を
以
て
置
い
た
と
あ
る
が
、
遼
史
ブ
太
祖
紀
・
神
一
間
六
年
十
一
月



の
久
木
に発
卯
。
ド
古
北
口
。
下
水
。
介
兵
略
植
・
順
・
安
法
・
一
二
何
・
良
郷
・
望
都
・
瀦
・
構
城
・
遂
城
等
十
余
城
。
凶
行
其
民
徒
内
地
。

と
あ
る
如
く
、
大
い
に
・
恒
・
順
の
漢
民
を
伊
へ
て
内
従
し
た
の
は
神
間
六
年
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
如
く
、
翌
十
二
月
に
は
平
く
も
そ
の
一
部

を
束
平
・
搭
州
に
従
置
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
契
丹
の
杭
州
設
置
色
村
附
六
年
末
か
翌
年
一
明
の
乙
と
で
あ
ら
う
。
帰
州
は
そ
の
閣
の
檀
州

の
経
常
が
神
冊
五
六
年
で
あ
る
ζ

と
か
ら
考
へ
て
、
や
は
り
比
の
頃
か
、
多
少
お
く
れ
て
天
賛
の
初
め
頃
で
あ
ら
う
。
銀
・
同
一
一
州
K
就
い
て

は
見
当
が
つ
か
な
い
。

た
だ
此
の
二
州
が
北
女
直
の
住
域
に
夜
り
、
此
の
北
女
直
中
の
戚
州
以
北
の
者
は
阿
保
機
が
大
汗
即
位
前
に
早
く
も
経

略
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
と
の
二
州
の
経
営
も
或
は
か
な
り
早
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

・
伐
に
右
前
州
告
ド
の
以
数
を
川
ん
る
に
、
地
理
志
の
伝
へ
る
も
の
ご
十
一
一
、

そ
の
う
ち
か
ら
阿
保
機
の
設
置
た
る
乙
と
の
明
か
な
も
の
、
文
は

推
定
し
得
る
も
の
を
検
す
る
に
、
都
合
十
八
を
得
る
。
但
し
却
に
汁
の
制
度
で
は
府
州
に
属
す
る
州
、
即
ら
県
絡
の
州
が
あ
り
、
－
一
J
i
二
は
比
れ

γ
し巧
一“
3

を
加
算
レ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
精
し
く
は
二
十
二
州
民
と
一
L
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
却
っ
て
混
乱
す
る
の
で
二
十
二
県
と
し
て
お
く
、
但
し

前
帰
州
の
行
以
は
悉
く
所
r
k
を
牝
八
し
、
又
鉄
利
州
の
口
県
に
も
巾
山
崎
の
際
に
省
廃
せ
ら
れ
た
ま
ま
復
前
せ
ず
し
て
所
伝
を
失
じ
た
も
の
が
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。
尚
そ
の
他
に
も
以
の
置
廃
は
か
な
り
あ
っ
た
械
で
あ
る
か
ら
、
此
の
二
十
余
が
九
州
の
全
県
と
し
て
ほ
ほ
安
定
し
た
数
で

あ
っ
た
と
は
云
へ
ず
、
況
ん
や
太
州
仙
波
ほ
の
県
が
此
の
一
一
十
米
仙
の
数
を
以
て
そ
の
大
部
分
を
包
括
し
て
ゐ
る
と
は
一
五
へ
な
い
。
然
し
正
確
な

遼
東
の
太
祖
九
州
所
管
州
県
数

検
討
の
子
掛
り
を
索
め
得
な
い
現
犯
と
し
て
一
応
布
の
県
数
を
表
示
し
て
参

潟東 l州
s1グ I 

川郡 Ii', 

全
県
数
問t太
県十tl
数，没

{1/i'i 

2号

考
と
す
る
。
今
後
の
研
究
に
倹
つ
こ
と
切
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
川
以
有
を
以

て
す
れ
ば
、
太
祖
設
置
県
の
数
は
此
の
表
を
上
廻
っ
て
い
た
ら
し
く
感
ぜ
ら

九

ノ、

れ
る
。
そ
の
詳
細
は
各
州
下
の
県
名
の
具
体
的
な
考
察
と
共
に
別
に
扱
ひ
た

太
宗
以
後
桜
州
を
管
す
る
も
除

外
す

い
と
念
じ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
阿
保
機
設
置
の
県
は
少
く
と
も
十
八
以
上
に

小
高
句
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不
明
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一
一
の
内
一
は
州
、
州
は
失
伝

鉄

利

川

似
し
此
の
一
は
復
世
後
の
も
の

帰

i
 
｛
 
j
 

二
六

及
ん
で
ゐ
た
乙
と
だ
け
は
紛
れ
な
く
、
帰
・
鉄
利
州
の
分
を
加
へ
て
二
十
州

を
下
ら
ず
と
云
ふ
も
敢
て
過
多
で
は
な
い
。

以
上
、
遼
史
の
太
祖
紀
及
び
地
周
志
の
項
に
よ
っ
て
阿
保
機
が
湖
海
国
討

減
以
前
に
設
置
し
た
と
認
め
ら
れ
る
州
を
拾
集
し
て
九
州
を
得
た
。
此
の
外

に
遼
東
行
部
志
は
粛
州
を
阿
保
機
の
設
置
な
り
と
す
る
世
伝
を
記
し
て
ゐ
る

が
、
史
料
的
に
確
実
性
を
欠
く
の
で
一
応
考
察
外
に
お
か
ざ
る
を
得
な
い
。

九
州
管
．
卜
の
県
で
阿
保
機
の
殻
民
に

Mmる
も
の
は
一
一
十
を
耐
え
る
と
批
定
せ

か
に
帰
・
綴
両
州
が
刺
々
離
れ
て
深
河
と
太
子
河
と
の
と
流
に
位
置
し
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
ζ

と
か
ら
阿
保
機
の
遼
東
粍
常
が
布
地
域

ら
れ
る
。
九
州
は
そ
の
殆
ん
ど
が
制
州
よ
り
ド
疏
の
遼
河
流
域
に
紅
り
、
叶
刊

陀
眼
定
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
速
断
す
る
こ
と
は
行
過
ぎ
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
と
に
経
常
の
力
点
が
お
か
れ
て
ゐ
た
乙
と
は
断
言
し
て
十
九
支
へ
な

ぃ
。
遼
史
・
地
理
志
の
東
京
滋
の
州
数
は
八
十
余
に
達
し
、
尚
そ
の
外
に
置
腐
併
省
せ
ら
れ
て
伝
載
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
州
も
あ
り
、
又
同
学
一
円
独

特
の
制
度
た
る
頭
下
州
・
私
域
も
右
八
卜
余
の
外
に
微
わ
れ
て
ゐ
る
。
地
理
志
は
顕
下
州
毎
一
括
し
て
し
七
以
前
－
の
所
に
放
記
し
て
お
り
、
日
つ

そ
の
う
ち
か
ら
遼
東
の
も
の
や
椛
尖
に
見
分
け
て
取
出
す
と
と
は
附
難
で
あ
る
が
、
大
部
分
の
も
の
が
遼
東
に
集
中
し
て
ゐ
た
こ
と
だ
け
は
容

易
に
察
せ
ら
れ
、
従
っ
て
一
切
を
合
計
し
た
遼
東
の
州
は
百
前
後
に
達
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
諸
州
の
中
に
は
現
枕
置
へ
の
比
定
、
設

置
年
代
の
考
定
の
困
難
な
も
の
が
頗
る
多
い
の
で
あ
る
が
、
貧
弱
な
筆
者
の
知
識
を
以
て
す
る
も
、
遼
何
松
川
械
に
所
作
し
た
こ
と
の
確
実
な
も

に
多
か
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

の
、
及
び
略
々
推
定
し
得
る
も
の
は
－
一
十
数
州
に
達
す
る
。
凡
M
r同
不
明
の
州
名
が
移
し
い
ζ
と
を
考
へ
る
と
、
遼
河
流
域
所
夜
州
の
実
数
は
更

さ
う
し
た
は
民
・
設
置
年
代
不
明
の
州
の
中
に
は
阿
保
機
設
践
の
遼
河
流
域
の
州
が
あ
る
か
も
知
れ
な

ぃ
。
然
し
此
所
で
は
そ
れ
ら
不
明
の
州
は
如
何
と
も
し
難
い
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
九
州
を
以
て
研
究
推
進
の
基
礎
と
す
る
外
な
い
。



第

二

項

遼

東

経

略

の

範

囲

制
海
閏
討
滅
以
前
に
於
け
る
阿
保
機
の
遼
東
経
略
が
遼
河
流
域
に
力
点
を
集
中
し
、
そ
の
全
流
域
を
ほ
ぼ
掌
中
K
収
め
た
ζ

と
は
先
に
詳
考

し
た
如
く
で
あ
る
が
、
此
の
流
域
の
東
方
及
び
北
方
に
於
い
て
ど
ζ

迄
勢
力
を
伸
張
し
た
か
は
、
彼
の
経
略
範
囲
の
問
題
と
し
て
更
め
て
考
へ

で
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
便
宜
上
、
成
州
以
北
と
戚
州
以
南
と
に
分
っ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

先
に
述
べ
た
蜘
く
、
成
州
以
止
に
於
け
る
阿
保
機
の
勢
力
は
遼
何
及
び
東
遼
河
に
沿
っ
て
北
方
に
伸
び
、
東
遼
河
北
岸
地
方
（
契
丹
が
後
に

信
州
を
お
い
た
所
）
に
ま
で
及
ん
で
ゐ
た
。

そ
の
又
北
方
は
伊
通
河
の
流
域
で
、
そ
と
は
蹴
海
の
扶
余
府
の
管
下
に
入
り
、
府
は
湖
海
の
契
丹

遣
の
関
口
と
し
て
常
に
契
丹
に
対
す
る
勤
丘
ハ
が
配
駐
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
府
の
官
域
は
長
春
方
面
に
ま
で
及
ん
で
ゐ
た
と
考
へ
ち
れ
る
。
東
迷
河

北
岸
の
懐
徳
県
・
新
安
鎮
の
方
面
も
扶
余
t

加
の
統
轄
ド
陀
花
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
抱
か
れ
ぬ
で
は
な
い
が
、
阿
保
機
が
天
賛
同
年

（
九
二
五
〉
助
海
遠
征
軍
壱
興
し
、

扶
余
府
よ
り
侵
入
脅
開
始
し
た
持
、
そ
の
最
初
の
衝
突
は
扶
余
城
の
攻
防
で
、
そ
れ
よ
り
前
面
に
両
軍
の

実
戦
が
あ
っ
た
形
述
が
な
い
か
ら
、
京
遼
河
北
岸
地
方
は
や
は
り
阿
保
機
の
勢
力
下
に
入
っ
て
ゐ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
即
ち
伊
迫
・
東

遼
三
河
の
中
聞
が
両
者
の
努
力
の
分
界
線
を
な
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
嘗
て
の
吉
林
・
遼
宵
コ
二
省
の
域
界
も
此
の
線
に
置
か
れ
て
ゐ
た
こ
と

か
ら
考
へ
る
に
、
此
の
線
は
向
然
的
・
人
文
的
に
馬
界
線
た
る
べ
き
条
件
を
具
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

戚
州
の
東
方
、
輝
発
ハ
契
汁
時
代
は
同
殴
・
出
閣
制
と
青
写
）
河
の
上
源
の
今
の
北
山
城
子
は
削
海
悶
函
南
辺
の
要
害
た
る
長
嶺
府
の
府
城
回

町
叫
部

政
城
の
あ
っ
た
所
で
、
欧
主
城
を
誇
り
つ
つ
削
海
の
営
州
道
の
関
口
を
阻
め
て
ゐ
た
。
従
っ
て
扶
余
府
と
此
の
長
嶺
府
と
を
結
ぶ
一
線
、
即
ち
北

前
東
遼
河
・
恰
達
山
額
以
東
の
地
は
閉
海
国
の
本
土
と
し
て
契
丹
勢
カ
の
浸
潤
を
た
や
す
く
は
許
さ
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
阿
保
持
が
遼
何
流
域

に
が
、
け
る
勢
力
を
戚
州
方
面
よ
り
更
に
東
に
拡
大
せ
ん
と
す
れ
ば
、
忽
ち
此
の
境
界
に
於
い
て
潮
海
と
激
突
す
る
は
必
然
で
、
間
梅
と
の
紛
争

誌
却

に
は
慎
重
で
あ
っ
た
勃
興
当
初
の
阿
保
機
が
か
か
る
危
険
を
冒
す
こ
と
は
先
ず
あ
り
得
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。
大
岡
助
海
と
の
武
力
衝
突
は

契
丹
勃
興
史
上
の
大
事
件
と
し
て
遼
史
の
ど
こ
か
に
伝
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
が
、
阿
保
機
が
そ
の
精
鋭
を
悉
し
て
禍
梅
遠
征
の
途
に
上

小
高
句
麗
国
の
滅
亡
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日
野
〉
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る
天
賛
四
年
ま
で
、
彼
が
削
海
に
武
力
を
以
て
立
向
っ
た
伝
へ
は
遼
史
に
全
然
見
え
て
ゐ
な
い
。
叉
扶
余
府
・
長
嶺
府
等
制
海
西
境
の
要
府
は

崩
海
最
後
の
年
ま
で
厳
と
し
て
削
海
に
確
保
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
か
う
し
た
蹴
海
と
の
関
係
よ
り
見
て
、
成
州
以
北
に
於
け
る
阿
保
機
の
勢
力
は

大
体
来
遼
河
及
び
遼
河
の
流
域

κ止
ま
り
、
そ
れ
よ
り
更
に
東
方
及
び
北
方
に
深
く
進
出
す
る
乙
と
は
無
か
っ
た
と
推
断
せ
ら
れ
る
。

阿
保
機
は
扶
余
府
よ
り
一
気
に
湖
海
に
侵
入
し
、
天
顕
元
年
（
九
二
六
〉
忽
ち
首
都
を
陥
れ
て
此
れ
を
誠
し
、
長
嶺
府
そ
の
他
の
地
を
も
攻

略
し
、
制
梅
岡
を
東
丹
国
と
改
め
、

h
E
太
子
の
倍
を
東
丹
同
王
と
し
て
そ
の
統
治
に
当
ら
せ
た
。
品
川
…
し
阿
保
機
は
病
を
得
て
急
謹
帰
国
の
途
上

に
没
し
た
為
、
他
と
弟
の
尭
骨
と
の
聞
に
白
志
位
継
承
の
争
を
生
じ
、
発
骨
が
制
勝
し
て
太
宗
と
な
り
、
倍
を
抑
圧
す
る
内
証
が
続
き
、
東
丹
国

の
統
治
は
大
き
く
傾
い
た
。
加
ふ
る
に
働
海
人
の
間
陀
弥
没
せ
る
燥
烈
な
反
契
丹
感
情
か
ら
東
丹
国
内
各
地
に
強
力
な
叛
乱
が
続
発
し
、
形
勢

町
羽

の
悪
化
を
比
た
太
宗
は
兄
の
倍
を
軟
禁
す
る
意
味
を
も
兼
ね
て
東
丹
国
を
遼
陽
に
移
転
後
退
せ
し
め
た
。
潮
海
圏
内
の
遺
民
は
此
れ
に
釆
じ
て

日

却

抗

制

再
び
依
都
K
拠
り
蹴
海
国
を
復
興
し
た
。
所
謂
後
樹
海
国
で
あ
る
。
後
働
海
の
実
権
を
終
始
掌
握
し
て
ゐ
た
の
は
烏
氏
を
戴
く
冗
芯
部
で
、
そ

の
支
持
の
ド
に
一
時
は
殆
ん
ど
旧
領
を
恢
復
し
、
た
だ
扶
余
府
の
奪
還
の
み
は
失
敗
に
帰
し
た
が
、
3
長
嶺
府
は
長
く
後
湖
海
の
領
有
す
る
所
と

な
っ
て
ゐ
た
。
即
ち
削
海
の
討
械
に
よ
り
契
丹
の
遼
東
に
於
け
る
勢
力
は
北
方
に
は
展
張
し
て
扶
余
府
の
地
を
取
り
込
み
得
た
が
、
東
に
は
殆

ん
ど
仲
ぴ
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
戚
州
以
北
に
於
け
る
契
丹
の
勢
力
が
長
く
東
方
に
及
び
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
此
の
地
帯
に
置
か
れ
た
契

丹
諸
州
の
抗
町
民
年
代
と
そ
の
軍
号
と
に
よ
〈
反
映
し
て
ゐ
る
。
戚
州
以
北
東
遼
河
流
域
に
至
る
迄
の
間
に
置
か
れ
た
契
丹
の
諸
州
壱
そ
の
軍
号
・

的
置
・
設
置
年
代
等
に
就
い
て
表
示
す
る
に
、
左
の
如
く
で
あ
る
。
安
州
は
北
女
直
兵
馬
司
に
隷
す
と
あ
る
の
み
で
、
他
は
全
然
記
述
が
な
い
。

残
り
五
州
の
軍
口
写
名
を
見
る
に
よ
刷
・
信
の
二
州
を
別
と
し
て
三
一
一
州
は
韓
の
東
平
、
属
の
安
東
、
通
の
安
遠
等
、
何
れ
も
此
の
地
が
契
丹
直
轄

領
の
辺
地
で
然
も
東
界
に
当
っ
て
ゐ
た
ζ

と
を
表
は
し
た
名
称
で
あ
る
。
五
州
の
設
置
年
代
は
一
応
地
理
志
の
記
事
を
と
っ
て
表
に
示
し
た

が
、
実
は
請
伝
長
々
と
し
て
一
致
せ
ず
、
精
し
く
は
考
証
宇
佐
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
概
ね
後
年
の
設
置
で
あ
り
、
文
遼
末
迄
存
続
し
て
ゐ

た
乙
と
は
紛
れ
な
い
。
軍
号
も
亦
遼
末
ま
で
続
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
地
方
は
契
丹
の
末
造
ま
で
そ
の
直
轄
領
土
の
東
界
を
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「

川

叫

f

－R
羽
U
M

，4F
I

叩
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j
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H
U
H
V
U比
例 現

な
し
て
ゐ
た
こ
と
に
な
る
。
U
U

京
宗
附
代
（
九

八
三

1
一
O
三
一
〉
に
入
る
と
、
契
丹
は
巌

々
此
の
直
轄
領
を
越
え
て
満
洲
の
奥
深
く
兵

を
送
り
後
肋
海
ハ
冗
惹
部
）
を
伐
っ
て
国
威

を
怖
か
し
、
そ
の
勢
威
は
遠
く
東
比
一
松
花
江

以
卜
此
城
の
五
国
部
万
面
迄
波
及
じ
た
が
、

然
し
そ
の
支
配
は
所
謂
脱
牒
で
、
同
轄
統
治

で
は
な
か
っ
た
。
又
按
出
虎
水
完
削
部
（
金

ま
で
そ
の
直
轄
領
十
．
の
京
界
を
な
し
て
ゐ
た
こ
と
を
な
託
す
る
に
足
る
。
要
す
る
に
、
戚
州
以
北
に
於
け
る
阿
保
機
の
経
略
範
聞
は
述
、
何
・
東

同
）
判
興
の
際
の
形
勢
も
此
の
地
方
が
逃
末

位

置

八
一
山
城

閃
協
の
北
方
、
同
国
凶
の
南
万
辺
り

遼
判
の
北
川
城
を
限
界
と
じ
て
そ
れ
以
東
に
及
ば
ず
、
且
つ
比
の
限
界
は
泣
末
迄
殆
ん
ど
変
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
O
凶
一

九
八
三以
後

九
七
五

悶
而
城

懐
徳
県
又
は
新
安
鋲

一
O
一
二

昌
凶
の
北
、
鷲
鷺
樹
附
近

次
に
戚
州
以
南
に
就
い
て
阿
保
機
時
代
の
契
丹
の
東
界
を
考
え
て
見
る
。
阿
保
機
が
設
置
し
た
と
組
め
ら
れ
る
先
述
の
九
州
一
問
の
州
側
名

及
び
州
の
軍
門
ワ
別
を
泣
史
の
本
紀
及
び
地
理
志
に
よ
っ
て
検
山
し
表
に
示
す
と
左
の
如
〈
で
あ
る
。

U
M
m
仙
内
の
州
軍
名
は
後
年
に
改
ぶ
せ
ら
れ

阿

保

機

設

置

戚

州

以

南

州

関

遼猪（主京

農ま
州州号仰

東興
f、〆「

始 F l沼
平平徳遼

き軍ぎ軍

遼
陽

溶
陽
ハ
奉
天
〉

新
民
県
東
北
遼
浜
犠

小
高
句
麗
国
の
滅
亡
（
臼
野
）

た
も
の
で
あ
る
c

九
州
中
平
ザ
名
の
所
伝
あ
る
も
の
し
ハ
（
但
し

海
州
の
盟
（
遼
軍
は
太
示
の
脳
相
〉
、
そ
の
う
ら
の
二
州
は
鎖
米
・

東
平
の
ロ
ぢ
を
有
し
て
川
り
、
叩
人
法
陽
府
は
束
平
郡
の
お
を
以
て

創
置
せ
ち
れ
、
そ
の
外
地
は
鎖
東
関
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ

る
。
か
く
て
十
州
問
は
、
そ
の
伝
載
を
欠
く
も
の
を
も
含
め

九
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祐
史
平
一
関
原
西
方
約
間
十
清
里
一
の
慶
雲
川
監

て
、
そ
の
円
割
に
当
ろ
問
州
関
が
太
祖
の
時
代
に
於
い
て
米

落
陽
商
南
六
十
清
川
中
の
彰
駅
姑

平
・
鉱
山
県
の
守
内
祢
叉
は
軍
む
を
帯
し
て
ゐ
た
と
と
に
な
る
。
そ

鉄
鎖

し
て
そ
れ
は
此
れ
ら
州
関
の
所
在
地
た
る
遼
河
の
流
域
が
太
祖

富

国

軍

鎖

東

軍

一

（
鋲
途
半
）
一

記
載
ナ
シ
一

関
原
鉄
嶺
の
中
間

時
代
に
於
け
る
契
丹
領
の
東
界
を
な
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
ゐ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
阿
保
機
は
全
迷
河
流
域

撫
順
北
関
山
城

を
経
略
し
、
且
つ
そ
れ
以
東
に
は
殆
ん
ど
進
出
し
て
ゐ
な
か
っ

白
出
融
軍

遼
陽
・
本
渓
朔
間
太
子
河
北
岸
の
撚
州
城

遼
河
口
右
岸
附
近

た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
梢
々
東
方
に
縦
れ
た
帰
州
・
巌

へ
る
。
尚
此
の
戚
州
以
耐
に
於
け
る
契
丹
の
領
域
は
後
年
に
降
る
に
従
ひ
次
第
に
東
に
拡

λ
せ
ら
れ
、
鴨
緑
江
流
域
を
蔽
ひ
、
半
島
に
ま
で
入

州
の
占
領
は
地
理
的
に
遼
河
流
域
と
離
せ
な
か
っ
た
も
の
と
－
五

り
込
ん
で
行
っ
た
。
光
哀
を
見
る
陀
、
鎖
束
、
東
平
の
名
号
は
、
州
以
東
関
を
除
く
の
外
、
何
れ
も
次
第
に
消
滅
し
て
他
の
名
号
に
号
、
っ
て
ゐ
る

が
、
比
れ
は
領
土
の
東
方
へ
の
拡
大
に
照
応
す
る
改
変
と
見
る
を
得
ょ
う
。
而
し
て
後
年
に
置
か
れ
た
戚
州
・
稼
州
等
が
新
に
東
平
・
安
東
等

の
軍
号
を
与
へ
ら
れ
て
ゐ
る
所
を
見
る
と
、
戚
州
以
南
に
於
い
て
領
土
の
東
方
展
張
と
共
に
漸
廃
せ
ら
れ
た
名
号
は
、
依
然
と
し
て
契
丹
の
東

界
を
な
し
続
け
て
ゐ
た
戚
州
以
北
に
転
附
せ
ら
れ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
遼
東
の
最
重
要
地
を
な
す
遼
河
の
流
域
と
、
そ
の
一
支
東
遼
河
の
仇
域
と
は
阿
保
険
の
遼
東
経
略
の
中
心
を
な
す
と
共

に
文
そ
の
限
界
を
も
な
し
、
只
遼
河
下
流
の
大
支
た
る
揮
河
・
太
子
河
に
沿
っ
て
の
み
梢
々
東
進
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
二
大
支
に
沿

ふ
東
進
も
結
局
は
遼
河
流
域
確
保
の
為
の
進
出
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
経
略
限
界
論
に
と
り
、
太
祖
紀
・
即
位
第
九
年
I
1
月
戊

辰
の
条
の
「
釣
魚
炉
、
鴨
川
紙
江
」
の
一
句
の
み
は
頗
る
障
碍
と
な
る
が
、
仔
細
に
此
の
旬
を
秒
、
討
す
る
な
ら
ば
そ
の
虚
安
な
る
ζ

と
が
水
見
せ
ら

れ
る
。
但
し
そ
の
批
判
は
便
宜
上
．
後
文
に
扱
ふ
ζ
と
と
す
る
。

（
未
完
）
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五
代
会
要
地
一
一
契
丹
の
項
に
は
痕
徳
重
を
欽
徳
と
記
し
て
ゐ
る
。

J

，，，
 

頭
下
州
・
私
城
に
就
い
て
は
、
歴
史
学
研
究
九
巻
九
号
の
島
問
教
授

「
遼
の
頭
下
州
に
対
す
る
こ
三
の
憶
測
」
、
満
曲
家
史
論
叢
ヂ
説
、
田

村
教
授
「
逃
代
に
於
げ
る
従
民
政
策
と
都
市
州
県
制
の
成
立
」
等
参

照
。
此
の
問
題
は
契
州
国
の
研
究
に
於
い
て
頗
る
室
戸
製
な
認
識
を
も

ち
、
今
後
も
尚
組
々
の
角
度
か
ら
究
明
せ
ら
る
べ
き
も
の
の
織
に
思
は

れ
る
。

護
人
尚
一
一
一
地
理
士
山
・
上
京
道
・
龍
化
州
の
条
の
記
事
に
依
る
。
間
以
慌

に
就
い
て
は
東
洋
史
研
究
第
三
巻
二
号
所
載
、
田
村
教
授
「
遼
初
史
釈

疑
三
題
」
、
東
洋
史
学
第
三
輯
所
載
、
平
由
同
学
士
「
遼
初
史
の
二
三
の

問
題
」
の
第
二
鎚
「
太
加
の
間
後
」
等
参
照
。

満
洲
歴
史
地
理
問
二
所
収
、
松
井
氏
「
満
洲
に
於
け
る
巡
の
境
域
」
。

vz，E
 

満
鮮
一
地
欄
蕗
史
研
究
綴
パ
u
御
一
－
一
所
収
、
津
田
博
土
「
遼
の
迷
東
経

路
」
。

遼
史
吟
一
一
地
理
士
山
・
上
京
道
。

前
出
の
「
満
洲
に
於
け
る
逃
の
境
域
」
。

註
m
k
同
じ
。

夫
余
旗
・
間
前
末
昧
閣
に
就
い
て
は
、
史
淵
三
四
積
所
載
の
拙
悩
「
夫
余

国
考
」
同
三
六
・
一
二
七
合
輯
け
す
所
載
の
拙
稿
「
綜
鞠
七
郊
の
前
身
と
そ

の
属
種
」
等
参
照
。

唐
代
の
南
満
遼
東
の
地
が
高
句
麗
人
の
住
地
で
あ
っ
た
乙
と
は
、
小
高

句
麗
国
の
研
宛
と
し
て
此
れ
ま
で
に
論
じ
た
所
に
よ
っ
て
自
ら
明
か
で

259 231 2JJ 2缶 2SI 263 263 265 
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（
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WT 

あ
る
。

女
直
人
の
延
延
に
就
い
て
は
、
史
縦
六
O
輯
所
械
の
拙
稿
「
宋
初
に
於

け
る
女
真
の
山
東
来
航
付
」
参
照
。

こ
の
乙
と
は
前
出
の
「
満
洲
に
於
け
る
遼
の
境
域
」
参
照
。

前
出
の
凶
仲
間
時
間
士
「
遼
の
遼
東
経
略
」
。

問
日
本
史
学
第
六
輯
所
抑
制
、
平
’
H
何
学
士
「
逃
初
史
の
二
三
の
問
題
に
就

い
て
ハ
門
」
に
よ
ろ
。

以
上
、
満
洲
峰
山
災
地
理
一
巻
松
井
等
氏
「
陥
時
二
羽
高
句
麗
述
征
の
地

理
」
に
拠
る
。

間
山
川
一
苅
伯
・
巻
九
九
五
・
外
同
部
・
交
侵
門
・
同
年
十
月
の
条
に

高
麗
巡
け
州
将
安
問
。
中
小
高
凶
・
戦
刷
物
只
侵
契
付
。
松
制
間
部
省
出
寸
窟
奇

発
騎

mm之
。
戦
子
新
城
。

と
あ
る
を
参
照
。

戚
川
川
兵
別
枠
隠
J

叶
の
精
確
な
校
則
悶
年
代
は
均
定
し
て
ゐ
な
い
が
、
比
の

名
が
史
に
頻
出
す
る
の
は
遼
末
火
作
帝
の
天
援
年
間
で
、
竹
見
の
範
囲

で
は
天
陵
凶
年
ら
一
始
見
と
す
る
。
尚
本
可
に
就
い
て
は
史
削
凶
八
輯
の

拙
附
「
契
丹
の
回
駿
部
女
店
経
附
に
就
い
て
」
の
国
を
参
照
。

逃
史
捨
選
唯
一
皮
び
文
献
通
考
巻
三
四
商
品
勾
・
女
真
の
以
等
に
引

／

一

一

七

く
。
通
考
に
入
山
口
と
あ
り
、
姶
遺
K
八
屯
口
と
あ
る
。
何
れ
に
従
ふ

べ
き
か
、
判
断
し
得
な
い
。

オ
リ
エ
ン
タ
リ
カ
第
二
日
乃
所
載
、
池
内
侍
士
「
遼
金
時
代
の
災
徳
川
の

位
震
に
就
い
て
」
参
問
問
。

満
洲
歴
史
地
理
制
一
一
所
収
、
松
井
氏
「
満
洲
に
於
け
る
遼
の
境
域
」

前
註

κ同
じ
。

270 259 263 271 272 273 274 275 277 255 
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前
出
の
津
田
博
士
「
遼
の
遼
東
経
略
」
。

東
洋
学
縦
三
二
巻
三
号
、
和
田
博
士
「
貌
の
東
方
経
路
と
扶
余
城
の
問

題
」
参
照
。

迷
出
入
鳩
一
－
一
地
理
志
・
中
京
道
・
来
州
の
条
に

来
州
。
婦
徳
軍
・
。
下
節
度
。
型
宗
以
女
直
豆
部
歳
銭
。
置
州
居
之

と
あ
る
。

公
乗
鈴
等
一
行
が
幽
州
に
入
っ
た
の
は
応
凶
二
年
正
月
で
あ
る
か
ら
、

逃
史
地
穆
窓
・
同
年
正
月
戊
午
朔
の
条
に

尚
店
遺
使
出
中
蝋
丸
香
川
店
び
進
泰
犀
兇
叩
万
属
。

と
あ
る
の
は
、
ハ
ム
采
鎗
等
の
入
使
に
外
な
ら
ぬ
。

制
限
東
海
口
の
詳
細
に
就
い
て
は
、
史
学
雑
誌
五

O
一綱七
J
九
け
の
拙
悩

「
五
代
時
代
に
於
け
る
梨
丹
と
支
那
と
の
海
上
交
通
貿
易
」
参
問
。

此
の
旧
日
訳
版
に
就
い
て
は
史
淵
四
一
・
問
一
一
・
四
三
輯
述
識
の
山
一
川
L

而
端

末
味
料
の
対
外
関
係
」
参
照
。

巻
三

続
資
治
通
鑑
長
縦
一
一
に
同
一
事
実
を
伝
へ
た
記
事
が
あ
る
が
、
そ

れ
に
は
野
史
鶏
を
伊
助
仰
と
与
し
て
ゐ
る
。

東
洋
学
縦
六
巻
一
号
、
和
田
博
士
ア
足
安
凶
に
就
い
て
」
の
山
中
に
此
の

三
柵
に
論
及
せ
ら
れ
て
お
り
、
東
洋
史
学
一
一
輪
乃
至
三
樹
の
仙
人
仙
「
定

安
凶
考
L

、
朝
鮮
学
削
減
一
一
一
二
一
一
一
合
総
号
の
拙
・
悩
「
型
公
統
和
初
年

に
於
け
る
契
刈
の
東
万
経
略
と
九
年
の
鳩
緑
江
口
築
減
」
で
も
扱
っ
て

ゐ
る
が
、
尚
更
に
深
く
論
究
す
る
予
定
で
あ
る
。

表
の
詳
細
に
就
い
て
は
註
加
の
論
文
参
照
。

望
平
県
海
口
に
就
い
て
も
註
仰
の
論
文
参
照
。

前
出
の
一
半
島
学
士
「
遼
初
史
の
一
三
一
の
問
題

κ就
い
て
、
そ
の
一
」
参

耳犯281 282 お3231 お5288 237 280 
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照。此
の
四
而
の
逐
順
的
名
制
懲
破
は
阿
保
機
の
対
外
経
路
に
於
け
る
主
・
刀

の
活
動
を
一
五
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
閥
、
絶
対
に
他
安
伐
た
な

か
っ
た
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
山
市
五
，
を
伐
ち
乍
ら
党
項
に
兵
を
則
ひ
た

た
こ
と
も
あ
る
。
阿
保
機
は
、
例
へ
ば
両
方
に
主
力
を
注
ぐ
戦
を
し
か

け
る
時
は
、
東
方
K
対
し
て
お
一
十
の
兵
力
を
周
ひ
防
動
作
戦
全
版
闘
し

て
い
陛
に
采
ず
る
東
敵
の
白
人
を
γ

抑
制
す
る
策
略
を
好
ん
で
周
ひ
て
ゐ
た

様
で
あ
る
。

池
内
博
士
箸
「
刑
制
川
史
研
究
し
中
世
第
一
問
所
載
、

考」

290 

「
遼
代
泌
同
江

291 

β

ま

肖
削
幽
史

J
g
太
組
出
家
。

東
洋
史
学
一

1
コ
一
樹
所
械
の
山
山
制
定
安
凶
考
」
、
池
内
博
上
者
、
満

州
史
研
究
中
世
第
一
山
「
述
の
山
江
川
の
女
一
山
征
伐
L

、
前
出

ω州
仲
間
博

士
「
遼
の
遼
東
終
川
町
」
、
和
川
博
士
「
定
安
凶
に
就
い
て
」
市
川
参
照
。

前
出
の
拙
稿
「
型
店
総
和
初
年
に
於
け
る
川
丸
刈
の
一
以
万
縦
断
と
九
年
の

鴨
緑
江
口
築
城
」
参
照
。

前
出
の
池
内
博
士
「
巡
の
川
市
山
の
久
斑
征
伐
」
。

此
の
幼
心
仰
の
入
武
は
単
な
る
儀
礼
的
な
も
の
で
な
く
、
小
一
日
川
句
麗
闘
の

迎
命
に
関
す
る
重
要
な
訟
泌
を
も
っ
て
ゐ
た
も
の
と
削
併
せ
ら
れ
る
の
で

後
文
に
吏
め
て
論
及
す
る
。

前
出
の
拙
秘
「
五
代
川
代
に
於
け
る
契
丹
と
支
那
と
の
海
上
交
通
貿

易
し
。

呉
越
の
海
よ
貿
易
に
就
い
て
は
夙
く
脳
和
十
六
年
に
羽
糾
ψ

信
組
ん
で
ゐ

る
が
、
未
だ
に
発
表
の
機
を
符
な
い
。
何
れ
そ
の
そ
の
う
ち
訂
述
す
る

幻2293 お5 勾4296 お7
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こ
と
が
あ
ら
う
。

契
丹
は
一
州
下
に
つ
と
め
て
渓
・
満
そ
の
他
の
民
族
を
共
住
せ
し
め
、

組
牽
制
す
る
機
巧
陀
操
縦
し
て
ゐ
た
。

ζ

の
こ
と
は
契
丹
の
従
民
政
策

に
於
い
て
従
来
殆
ん
ど
重
視
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
そ
の
成
功
と
失
敗

と
が
直
ら
に
契
丹
大
帝
国
の
国
連
に
大
き
く
響
い
て
ゐ
て
、
決
し
て
軽

視
し
得
な
い
問
題
で
あ
っ
た
乙
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

扶
余
府
と
武
郎
府
と
の
関
係
及
び
そ
の
位
置
に
就
い
て
は
、
前
出
の

「
満
洲
に
於
け
る
遼
の
境
域
」
、
東
洋
学
報
三
二
巻
三
号
の
和
田
博
士

「
貌
の
東
万
経
路
と
扶
余
城
の
問
題
」
、
史
淵
四
九

t
笠
二
輯
の
拙
桶

「
溺
海
の
扶
余
府
と
契
丹
の
龍
州
・
黄
館
山
川
」
等
参
照
。
但
し
和
閏
博

土
の
説
は
著
し
く
見
解
を
奥
に
し
、
此
の
地
万
の
歴
史
と
は
か
な
り
相

容
れ
難
い
様
に
思
は
れ
る
。

棋
州
は
迷
海
叢
謀
本
の
遼
東
行
部
志
に
は
楳
州
と
見
え
て
ゐ
る
。

以
上
の
鵡
川
の
位
訟
に
就
い
て
は
前
出
の
「
満
洲
に
於
け
る
巡
の
境

域
」
参
照
。

満
鮮
地
迎
雌
史
研
究
報
告
諸
ト
所
収
、
池
内
博
士
「
高
句
麗
討
滅
の

」
ノ
四
川

役
に
於
け
る
自
国
軍
の
行
動
」
。

冊
府
一
万
個
唱
す
↑
帝
王
部
・
親
征
門
に
も
同
記
事
あ
り
。

契
丹
の
前
帰
州
に
就
い
て
は
和
田
博
士
選
婚
記
念
論
文
集
「
東
洋
史
論

議
」
の
拙
稿
「
契
丹
の
前
帰
州
に
就
い
て
」
参
照
。

契
丹
は
直
轄
領
土
を
五
道
に
分
ち
、
道
の
下
を
府
・
川
に
、
府
・
川
の

下
を
県
に
分
っ
て
ゐ
た
。
大
体
唐
制
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
梨

丹
独
特
の
も
の
と
し
て
、
府
州
の
下
に
立
つ
州
を
も
少
か
ら
ず
慣
い
て

ゐ
た
。
つ
ま
り
県
格
の
州
で
あ
る
。
然
し
山
の
県
格
の
州
も
一
般
の
府

お9幻13)() 羽2お4 3:>3 鈎5

小
高
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の
滅
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日
野
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州
と
同
じ
く
そ
の
下
に
県
を
お
い
て
ゐ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
此
の
場

合
の
管
県
数
は
大
抵
一
県
で
あ
る
。
従
っ
て
か
か
る
州
下
の
州
は
、
形

式
面
よ
り
す
れ
ば
、
廃
省
す
る
の
が
す
っ
き
り
し
て
ゐ
て
優
っ
て
ゐ
る

様
に
忠
は
れ
る
。
そ
れ
ぞ
敢
て
霞
い
て
ゐ
た
の
は
恐
ら
く
民
族
や
部
族

の
複
雑
な
関
係
に
よ
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。

長
川
領
府
の
府
城
名
を
回
殴
減
と
云
ふ
。
阿
保
機
が
勧
海
の
首
都
総
泉
府

を
占
領
し
た
後
、
そ
こ
か
ら
軍
を
差
向
け
て
此
の
城
を
攻
め
し
め
た

が
、
攻
陥
ま
で
に
数
箇
月
を
費
し
て
お
り
、
堅
城
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
詳
し
く
は
史
淵
凶
六

1
四
八
輯
所
載
の
拙
稿
「
契
丹
の
回
駿

部
女
直
経
略
に
就
い
て
」
参
照
。

阿
保
機
の
契
汁
国
膨
脹
政
策
は
極
め
て
大
胆
雄
大
に
推
進
せ
ら
ら
れ
て

ゐ
る
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
作
戦
や
凹
周
の
勢
力
を
そ
の
弱
点
か
ら
衝

い
て
行
く
手
順
は
悦
重
巧
妙
そ
の
も
の
で
、
東
方
の
大
国
溺
海
と
の
威

力
衝
突
は
最
後
の
決
戦
の
日
ま
で
．
他
方
さ
け
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。

円
以
上
、
東
丹
闘
に
就
い
て
は
早
く
か
ら
専
悩
を
組
ん
で
お
り
、
な
か
な

か
発
表
の
機
を
得
な
い
が
、
い
つ
か
は
世
に
出
し
て
お
き
た
い
考
へ
で

あ
る
。

富1ま沼310 3'J9 

帝
国
学
士
院
紀
一
事
二
巻
二
号
の
拙
秘
「
後
激
海
の
建
国
」
参
照
。

γ
ん
恕
部
に
就
い
て
は
、
史
淵
二
九
2
三
三
組
の
拙
稿
「
克
惹
部
の
発
展

に
就
い
て
」
参
照
。

冗
芯
部
の
扶
余
府
奪
還
企
凶
と
そ
の
失
敗
と
に
就
い
て
は
前
出
の
拙
稿

「
冗
悲
部
の
発
川
崎
」
、
「
契
丹
の
前
帰
州
に
就
い
て
」
、
「
溺
泌
の
扶

余
府
と
契
丹
の
飽
州
・
黄
飽
府
」
当
参
照
。

註
川
の
論
文
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The Fall of the Small Kao-chti-li-Kingdom 
(Jj\~tj]-~) 

Kaizaburo HINO 

Apoki (fmJf*ffi), the founder of the Liao OU Empire, started 

invading Liao Tung (~UR:) in 903 A.D., four years prior to the year 

of his enthronement in !J07 A.D. In about twenty years he occupied 

the whole basin of the Liao River, and it's branch Tung Liao River 

(W:~fiiJ) and he set up at least nine Zhous (1-M) and one Guan (~) 

to establish the government system. But he did not advance from 

there to the west before he began the war to conquer Po-hai (rJiJJ#ii) 

Kingdom in 925 A.D. 

The nine Zhous and one Guan are situated in the basin of the 

Liao River down around the present Kai-gi.ian (fJij)]'[), and there is 

no evidence that he set up a Zhou farther north. 
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